


ご使用の前！こ・・－－－－。

•TS-440 シリーズの FSK モードは AFSK 重力作主で

す。 F S K モードを運用するためのターミナルには

A F S K オーディオ発振器を内蔵したものが必要で

す。詳しくは46ページを参照してください。

•Ts 440 シリーズは c wフルブレークイン対応と

なっており，そのままではリニヤーアンプが動作し

ません。

リニヤーアンプを動作させる場合は，必ず48ペー

ジを参照してください。
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・設置するときのご注意
本機にはクーリング

ファン（T S 440Sのみ），
ヒートシンクカずついて
います。後面および側
面をあまり机や壁など
に接近させないでくだ
さい。

車載の場合，放熱に
十分注意し，特にセッ
ト背面が直接シートに
f妾しないように，また
直接振動を受けないよ
うな場所を選んで、設置
してくだ、さい。

カーヒーターの吹き
出し口には設置しない
でください。

本機は 13. 8V が標準
です。故障の原因にな
りますので， 12V以下
または， 16V以上の電
圧を加えないでくださ
し、。

直射日光をさけ，乾
燥した風通しの良い場
所を選んで、ください。

セットの上には，物
を置かないでください。
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特 長 ※オプシヨンアクセサリーをご使用！こなりますと，より

ζ  

V F Oツマミの可変トルク機構

4  



一層機能ガ充実します。

ノッチ搭載
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相包を解いて付属晶を確認してください。
・夕、ンボール箱などは，移動のときや，アフターサービスのご依頼時などのために保管し

ておいてください。

取扱説明書

C A L コード

電源コード
vox用ツマミ

＼ ,  
DI Nプラグ（ 7 ピン）

発泡スチロール（R)

発泡スチロール（F)

ダンボール箱

6  



援 続
固定局

外部スピーカー

（別売SP- 430)
D C安定化電源

外部スピーカーはインピーダンス 4 - 1 6 Q 
のものをご使用ください。このとき， TS- 440
シリーズ本体の内部スピーカーからは音は出
ません。

（別売PS- 32/51: S, V タイプ， PS- 22: Vタイプ）
D C電圧 13. 8V，電流容量 20A以上（S タイ

プ）, 4. 5A以上（V タイプ） 0 ) ものをご使用くだ
さい。

マイクロホン

お1: C-43S，民1: C- 60/S8，恥1:C-80
等をご使用ください。

接続が完了するまで絶対
に差し込まないでください。

アンテナ端子のインピーダンスは50
Q です。
．送信の調整時は，ダミーロードを接

続して行ってください。
e v s WRが高い場合は，トラブルの原

因となります。
・詳しくは45ページ参照

電けん

エレクトロニックキーをご
使用の場合は，極性をお確か
めください。本機の K E Y端子
には約＋ 5. 5Vが出ています。

コネクタ類は， しっ
かりと差し込んで、くだ
さい。

感電事故などの危険を未然に防ぐためにも，またスプリアス輯射を少なく
して，質の良い電波を発射するためにも，良好なアースをとることは大切な
ことです。市販のアース棒，銅板などを地中に埋め，十分に太い線で，でき
るだけ短かくセットの G N D端子に接続してください。

7  
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モービル（移動局）の場合，最高
出力は 5 0 Wまでです。
TS- 440S をご使用の場合は，出

力を sowに改造してください。
・詳しくは43ページ参照

マイクロホン

車体のボディーと
G N D端子を接続して
ください。

シガーライターからの電源の引き込みは，
動作が不安定になりますので避け，バッテリ一
端子から付属のコードで配線してください。

バッテリーの配線は＠プラス， θ マイナス
の極性に注意して配線してください。

配線する前にショート事故防止のため必ず
バッテリーのθ マイナス端子を外しておいて
ください。

電源ケーフ。ルが熱や，水滴の影響をうけな
い場所を選んで、配線し，固定してください。

カーバッテリーは必ず 1 2 V用をご使用くだ
さい。



援続内｛ハヂのー咳＼
W U  I‘－ .，，，，ν・、． ι，I I .

l；固定馬車電車巳う：内
T S - 440Vは，送信時4. 5A以 上の 電流 容量が必要で

す。デザイン，性能的にマッチした，別売のPS- 22
のご使用をおすすめします。なお PS- 32, PS- 51 も

使用できます。

T S - 440Sは，送信時2 0 A以上の電流容量が必要でP

す。別売のPS- 32， 又はPS- 51をご使用ください。

ご注意 当社製品以外の電源をご使用になる場合， TS -
440 シリーズが正常に動作しない場合がありま
す。当社製品のご使用をおすすめします。

PS- 22 P S・32 PS- 51 

T S  440 シリーズのマイクロホンは，ローインピーダンス ご注意 MI C端子には周波数アップダウン回路と， P T T
および、ハイインピーダンス（500Q 50k Q）のマイクが使用 回路が接続されていますので，当社のマイクロ
できます。別売のM C 42S, MC- 60/ S8, MC 80のご使用をお ホン以外を使用しますと故障の原因となる場合
すすめします。 があります。

N C⑤ 

② S T BY  

D 口 11~7

イ；竺 ~i~ J 重重注； "  
B 鉱£ヰ

一E
戸一

7 イクロホンの接続園

MI C 端子〔正面パネル側〕
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各部の名祢とはたらき
（受信用〕

10 

メーター

・受信のとき S メーターとして働き
ます0

．送信のとき，切換えスイッチによ
りAL C, P羽T R （ノ f ワー）， S WR  
を指示します。

P OWE R（電源）

電源スイッチです。

N B（ノイズプランカー）
スイッチ
O Nするとパルス性の雑音が取り

除かれます。

O Nにすると受信入力信号を約20dB
減衰します。強力な信号が入感した
ときに使用します。

P HONE S（ヘッドホーン）
ジヤック
ヘッドホーン用の出力ジャックで

す。

同調（V F O）ツマミ

早くまわすと自動的に早送りとな
ります。メモリーチャンネル切り換
えスイッチとしても f史えます。

1 MHzステップ切換えスイッチ
B A N Dスイッチをアマチュアノ f

ンド専用から， 1 MHz ステップの動
作に切り換えるスイッチです。

周波数ディスプレイ

・送信，受信の周波数を l OOHzステ
ップで表示します。

．メモリーチャンネルや， RI T/ XI T
の周波数も表示します。

．メモリー， VFOA/ B, SCAN, SPL I T ,
RI T / XI T の各動作の表示もしま
す。
15ページを参照してください。

アマチュアノ〈ンド，又は 1 MHzス
テップで周波数を切り換えるスイッ
チです。 U P では高い周波数へ，
D O WNでは低い周波数へ切り換り
ます。



インジケーター

15 ページを参照してください。

F . L OCK（周波数ロック）
スイッチ
O Nすると RI T / X I T 以外の周波

数が固定されます。

S QL（スケルチ）ツマミ

スケルチ調整用のツマミです。全
モードで働きます。通常は反時計方
向に回し切った位置でご使用くださ
し、。

NOT C H（ノッチ）ツマミ

ビート妨害信号が少なくなるよう
に調整します。

R F（受信部のゲイン）ツマミ
受信部の高周波増幅段の利得調整

をするツマミです。通常は時計方向
へ回し切って最大感度で使用します。

A F（オーデ、イオゲイン）ツマミ

音量を調整するツマミです。

S E L ECT I VI T Y  
（選択度切り換え）ツマミ

オプションのフィルターを取り付
けると， 4 つの選択度を任意に切り
換えることができます。“ A U T O” の
位置ではモードに従って自動的に選
択度が変わります。

A G Cスイッチ

A G C（オートゲインコントロール）
回路の動作時間を切り換えるスイッ
チです。通常はS L OWでお使いくだ
さい。

NOT C H（ノッチ）スイッチ

O Nにするとノッチフィルターが
動作します。

IF SHI F T（シフト）ツマミ

i昆イ言を耳又り除いたり，
整に使います。

11 



〈送信用〕
メータースイッチ

12 

送信時のメータ一指示を切り換え

ます。 AL C  P WR  S WR  
一一一、 1 ／一一一ー
I  I 田 I I  

A L C  :  A L C動作状態
P WR ：送信出力
S WR ：アンテナの S W R

スタン J 《イスイッチ

送信，受信を切り換えるスイッチ
です。
S E ND：送信状態
R E C ：受信状態

AUT O/ T HR U（オートアン
テナチューナー）スイッチ

A U T O（オート）側にすると送信
時，オートアンテナチューナー使用
となります。
T H R U（スルー）側にすると，オ

ートアンテナチューナーは使用され
ません。

A T T UNE（アンテナチコーナー
チューニングスイッチ）

A U T O/ T H R UスイッチがA U T O
のとき A T T U N EスイッチをO Nに
すると，アンテナチューナーがアン
テナとのマッチングを自動的に行な
います。
A T T U N E インジケーターはチュ

ーニング中に点灯し，動作が終了す
ると消えます。

マイクロホンの接続コネクターで
す。

14ページを参照してください。

VOI CE（ボイス）スイッチ
O Nにすると表示周波数を発声し

ます。
（オプションユニット vs 1 を取り

付けた場合）

プログラムキーボード

14ページを参照してください。



V O X（ボックス）スイッチ
vox動作の場合（USB, LSB,  F M,  

F S Kモード）およびC W（電信）のフ
ルブレークインとセミブレークイン
の切換えスイッチです。

ションキーボード

15ページを参照してください。

MI C（マイクロホン）
ゲインツマミ

USB, L SB時のマイクゲイン調整ツ
マミです。右へ回すとゲインが大き
くなります。送信時に A L Cメーター
の振れがA L Cゾーンを越えないよう
に調整してください。

C A R（キャリアレベル）
ツマミ

C W（電信）時のキャリアレベルを
調整するツマミです。送信時にA L C
メーターの振れが A L C ゾーンを越
えないように調整してください。

P R OC（プロセッサー）
スイッチ
O Nにするとスピーチプロセッサ

ーが動作します。（USB, LSB, FMモ
ード）

送，受信周波数を，単独に，又は
両方を約士 1 k Hz 変化させることが
できます。

13 
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C W/ 3キー

押すと c wモードに切り換り， V
インジケーターが点灯します。

US B/ 2キー

押すと US B モードに切り換り，
Vインジケーターが点灯します。

L S Bパキー

押すと L S Bモードに切り換り，
Vインジケーターが制丁します。

M ..... Vキー

メモリーされた周波数を V F Oに
転送するときに使用します。

V F O/ Mキ－

V F Oとメモリーの切り換えに使
います。

S CAN 

AM/ 4キー

押すと F Mモードに切り換り， F
インジケーターが点灯します。

押すと F S K ( AF S K）モードに切り
~ot), Vインジケーターが点灯しま

S C A Nキ－
V F O  使用時に押すとプログラム

スキャン，メモリーチャンネ Jレイ吏用
時に押すとメモリースキャンとなり
ます。

M. I Nキー

C L E A Rキー
メモリ一入力時の取り消し， S C A N

E N Tキーによる周波数設定の取り消
しのときなどに使用します。

E NTキー

テンキーによる周波数の設定時に
イ夏います。

メモリーを入力するときに使いま
す。



S C A Nインジケーター
スキャン動作（メモリースキャン，

プログラムスキャン）しているとき
に点灯します。

M. CHインジケーター
メモリーチャンネルが動作してい

るとき点灯します。

・表示

H  _ .  SCAN" "  A  

円。ロロロ Iコロ ！＝， 門門
主"i- '-'・ t_l. 1_1. 1.::.1. 1.::.1. CJ. 1.::.1. ーはとえ

ON~ ；…ァー）
インジケーター
送信時に点灯します。

M. S CRインジケーター
M. I Nキーを押したときに点灯し

ます。この状態では，受信しながら
メモリーの周波数をスクロール（検
索）できます。

RI Tキ－

1 MHz スイッチを押したときに点
灯します。

RI T  （受信周波数のみ変化）を動
作させるときに使用します。

XI Tキ－
X I T  （送信周波数のみ変化）を動

作させるときに使用します。

T - F  S E Tキー
たすきがけ動作時に送信周波数を

一時的に受信するために使用します。

A V F O  Bインジケータ－
V F O  A または B が動作している

ときに点灯します。

A / B  V F Oを使用するときに点灯
します。（たすきがけ時点灯）

RI Tインジケータ－
RI T動作中に点灯します。

XI Tインジケータ－
X I T動作中に点灯します。

A T  T UNEインジケータ－
A T T U N E スイッチを押すと点灯

し，アンテナチューナーのチューニ
ングが終わると消えます。

NOT C Hインジケータ－
NOT C Hスイッチをf甲したときに

点灯します。

F . L OCKインジケータ－
F . L OCKスイッチを守甲したときに

点灯します。

A / Bキ－
V F OのA とB を切り換えるキー

です。V F OのA とB のモードは独立
しています。

A = Bキー
現在動作中の V F O ( Aまたは B)

に，他の V F O ( BまたはA ）の周波
数を一致させるときに使用します。

15 



（背面）
R E MOT Eコネクター

R E MOT E コネクターはつぎのよ
うに内部で接続されています。

R T T Y ( A F S K）重力fl三時とのオーデ1
オ入力端子です。詳しくは24ページ
を参照してください。

外部コントロール
（送信時約＋1 2 VDCが
出ます。最大 10mA) /_ft 

スタンパイ端子
（この端子をアース
すると送信になります。）

。＋スピーカー出力

リレー（送信時ON)

リレー（受信時ON) リレー（コモン端子）

セットの後方より見た図

喜一殺
2

A C C 2コネクター

シャーシを接地する端子です。な
るべく太い線を使用し最短距離で大
地に接続してください。

アンテナ端子

アンテナコネクターです。適合イ
ンピーダンスは50 Q です。

16 



F S K  O U Tジャック

A C C 3ジャック

予備のピンジャックです。
配線されていません。

V O Xツマミ
付属の v o x用ツマミを差し込ん

で調整してください。

A C C 1  

この端子はインターフェースユニ
ット（I F 232C）を接続する場合に使
用します。

E X T  S P（外部スピーカー）
外部スピーカー接続用端子です。

K E Yジャック

c wを送信する場合，電けんを接
続するためのジャックです。

D C電源入力端子です。付属の電
源コードを接続してください。基準
電圧は 13. SVです。極性に注意して
くfごさい。

17 



初期セッテインク‘ ！こついて…－。

』且 OF F

AT T  

固固 ロ
OF F  OFF 

回開
- S E ND 

ロ
且 REC

ーー AUT O

固

- A T  T UNE  

口
. I  OF F  

18 

~ 
もし O N（ーH; : 7'

＋甲して OF F （且」まーっていたら
し、。 ）ドしてくださ

押 もし O N（ー） γ fして OF F（且」：Cっていたら
し、。 ）んしてく fごさ

R E C  （且）状態にしてくださ

REC( . I ）で受信状態です。
S E ND（且）で送信状態です。

T H R U（且）にしてください。
T H R Uでオートアンテナチュ

ーナーなし。
A U T O（ー）でオートアンテナ

チューナー使用。

OF Fにしてくだ、さい。
※ オートアンテナチューナーが
A U T O（ー）のとき，このスイッ
チを押すと送信となりチューニ
ングが行なわれます。

祖－

M.c.H KAN I  

• Fil 「官 F唱 l 、’ r:!S 官口官空~.~

底面にあるスタンド
を手前へ引っぱり出し
ます。

ご注意取手のか わ
りにスタンドを持って
セットを運ばないでく
ださい。



,~. 

。

＠ 
A Fー§ 一昨

協
SELECTI VI TY 

：関調ツマミの回転.・.・.t-J：レ？の調整

1
1
q
4
 

M
M
W
 

N

、rt
M

一
o
d－－、

t
l
T’
 

U
 

A
 

V F Oツマミの根元に
ある銀色のリングを片
手で固定し，もう一方
の子でV F Oツマミを回

~.....，，，します。

5：再三 右（時計方向）へ回
姐長昼すとV F Oツマミの回転

弘トルクが大きくなり，
、重くなります。

お好みのツマミのト
ルクでお使いください。

日目日目
に一一一『γーー一一一ノ
OF F  （且）
にしてくだ、さい。

MI C, CAR ツマミとも，反時
計方向へ回し切ります。

S QL , NOT CHツ7 ミとも，反
時計方向へ回し切ります。

RI T  / XI T I F S HI F T ツマミと
も，センター（ 0の位置）に合
わせます。

A F ツマミは音量が適量にな
るように調整します。
R F ツマミは時計方向へ回し

切っておきます。

A UT O のイ立置にしてくださ
し、。

＼ － … （且）

19 



受信のしかた

P OWE Rスイッチを O Nにしてください。（固定局

の場合は D C安定化電源を最初に O N してから本機の

P OWE RスイッチをO Nにしてください。）

メーターのパイロットランプが点灯し，周波数ディ

スプレイに周波数が表示されます。

P OWE R  

亨国
聞きたい周波数奇選びます。

バンドスイッチで希望のバンドを選び、ます。 1 MHzス

イッチを押すと， 1 MHz ステップでバンドが変えられ

ます。

周波数が低い方へ変化します。

モードキーで聞きたいモードに合わせます。

アマチュア無線の S S B通信は国際慣習上 7 MHz 帯

以下は L SB, l OMHz 帯以上は U S Bで使われます。本機

には 9. 5MHz を境にして L S B とUS B を自動的に切り

換える機能があります。

S E L E CT I V I T Y ツ7 ミが A U T Oのときは自動的に
選択度が変わります。

押したモードキーには L E Dが点灯します。

…一白一回

SELECTI VI TY 

20 

同調（V F O）ツマミをゆっくり回して目的の信号

が最も明りように聞こえるように合わせます。

時計方向に回すと周波数が高い方に，反時計方向に

回すと周波数が低い方に変わります。

同調ツマミをゆっくり回したときは SSB, C羽仁K S K
モードのとき l OHzステップ（ツマミ 1 回転で約 l OkHz )

A M, F Mモードのときは l OOHzステッブ（ツ 7 ミ1 回転
で、約50kHz）となります。

表示されている周波数は l OOHz までですが l OHz 表

示に変更することができます。（55ページを参照してく
だ、さし、）



.，＿ーーーーーーーー一

」一一一一一
ュ；

B  sれ』T 1! 訂Ef R¥T llT S• ・

, - ,  I寸 t勺 I勺
口. o. o. c, -.1=:. ：.：：.・.＇：.＇;j I ヨ

審量を調整Lます。

A F ツ7 ミを回して最適音量になるように調整して

くfごさし、。

2叶内ト8

、三グ。 10 

雑音や混信I) ，；＇気iこ悲喜とき

N  B スイッチ：

O Nするとパルス性ノイズが消えます。 34ページを

参照してください。

スケルチ：

無信号時の「ザー」という音を消します。

34ページを参照してください。

NOT C H フイ J レター：

電信（C W）などの混信があるときに使用します。

35ページを参照してください。

IF SHI F T :  

近接する信号による j昆信を避けるときに使用します。

35ページを参照してください。

強力な信号を受信するとき

非常に強力な信号を受信するとき，音が歪んだりし

ますので， R F ツマミを反時計方向に回して調整する

か， A T T スイッチを O Nにしてください。

34ページを参照してください。

F . L OCKスイッチを押すと，動作周波数が固定され

ます。同調（V F O）ツマミを不用意に回しでも変化しま

せん。

周波数設定はテンキーを用いてダイレクトに設定す

ることができます。

26ページを参照してください。

A G C スイッチ

電信（C W）と電話（S S B）のときに使い分けます。

36ページを参照してください。

21 



送信のしかた（558, FM)  

22 

MO D E キーで， L SB, USB または F Mを押します。

F Mは 28MHz バンドに使用します。

受信のしかた固と同じに設定します。

このとき，他の無線通信に混信を与えないかを十分
にお確かめください。

メータースイッチを， A L C にします。

AL C PWR SWR 一一一、 I  ／ーー一一
｜｜ 同 ｜ ｜

マイクロホンの P T T スイッチを押すか，スタンパ

イスイッチを押して S E NDにします。

- S E ND 

メーターの振れが A L C ゾーンの範囲を越えないよ

うに， MI Cゲインを調整してください。

ご注意 A L Cゾーンを越えると音が歪む原因になり

ます。

法式
l  II 』tト8

℃三グo，、10

3  5  

s  

AL Oゾーン



一

一

A Tユニットについては， 41ページのアンテナチューナーの項を読み，正しくアンテナと
のマッチングを行なってください。

ュ；

メーターの振れがA L C ゾーンの約半分になるよう

に C A R ツマミを調整してください。この時の出力が

フルパワーとなりますロ

※ パワーを下げたいときはメータ一切換えスイッチを

P WRにして，メータ一指針を見ながら C A R ツマミを

反時計方向に回して調整します。

ご注意 C A Rツマミを調整してパワーを下げたとき，

． 

時間経過にともないパワーが変化すること

があります。

8  

1  3  5  s  、、、、 7  

w  

A L Cゾーン

マイクロホンから音声が入ると送信状態となり音声

が切れると自動的に受信状態になる機能です。

セットの上側のスイッチの voxスイッチを O Nに

して，背面パネルの 3 つのボリュームで調整します。

詳しくは38ページを参照してください。

w  
メータースイッチを S WRに切り換え，送信時のア

ンテナとのマッチングを監視します。S WRメーターの

指示ができるだけ 1. 5以下になる状態で本機をご使用

ください。

1  3  5  7  

s  

S WRゾン

P R OCスイッチ

D X通信に威力を発揮します。

39ページを参照してください。

RI T/ XI Tキー，ツマミ

w  

相手局と周波数をずらして送受信を行うときに使用

します。
36,  39ページを参照してください。

SPL I T A =  B  T - F  S E Tキー

40ページを参照してください。

23 



( CW,  FSK)  ・c wー－ KE:￥を接続します。
を背面の

MO D E キーで c wにします。

二コ rr=二コ E二三〕＠巨

メータースイッチを A L C に切り換えてください。

AL C P WR  S WR  一一一、 I  ／一一一
I  I  I  I  I  I  

4・ーーー

送信状態にLますむ
スタンノ f イスイッチを S E NDにし，電けんを押すと

送信状態になります。

セミブレークイン，フルブレークインで動作させる

場合は，スタンパイスイッチが R E C でも送信状態と

なります。

メーターの指針の振れが A L C ゾーンの約半分にな

るように C A R ツマミを調整してくださ L、

8  

。 10 

本機には，サイドトーン発振回路が内蔵されていま

すので，キーイングのときのモニターができます。

24 

し一

固固

q 二司・・・二一工二二三二二 K E Y  

ご注意

エレクトロニックキーヤーを使用する場合はK E Yジ

ャックの極性に注意してください。本機の場合は＋5. SV

が出ております。
K E Y  +5 . 5V 

⑥－ － － －  ：：？. －－－－. . . → 1・J . , _ g l = I t 一一~県叫司、 . － ’ ＼、』 . - -
G N D  

. F S K  

RττY装置を接続じます。 V

凶のように R T T Y / A MT ORのターミナルから

A F S K出力→F S K I N

オーディオ入力→F S K O U T  

スタンパイ端子→リモー卜コネクタ
にそれぞれ接続します。

··.·RTTYIAMTOR 事砂： psi.<·•

R T T Y / A MT ORのモードを F S Kにします。



R T T Y  A MT ORターミナ Jレ

f轟鱗輔費量消

固

A F S K出力

MO D E キーの F S K を押します。
一寸
二二コ E二二二コ

メータースイッチを A L C にします。

AL C  P WR  S WR  
一一六 I ／一一一

I  111 I  I  
4・ーーー

ーS E ND

ターミナルユニットからのスタンパイ信号で送受信

の切り換えが出来る場合はこの操作は必要ありません。

R T T Y / A MT OR ターミナルを送信モードにして，
ターミナル内蔵の A F S K発振器を発振させます。この

とき， A L Cメーターの指針の振れが A L C ゾーンの約

半分になるように MI C ツマミを調整してください。

このときフルパワーとなります。
パワーを下げたいときはメータ一切換えスイッチを

P WRにして，メータ一指針を見ながら MI Cツマミを

反時計方向に回して調整してください。

ご注意

1.  TS- 440 シリーズの F S Kモードで交信するために

はA F S K用発振回路を持ったR T T Y / A MT OR用タ
ーミナルユニットが必要です。

2.  A F S K 用発振器の発振周波数は必ず 2125Hz/
2295Hz 用のハイトーンのものを使用してください。

l kHz 付近の周波数のロートーン発振器を使用した

場合，発振器の高調波によるスプリアスを発射する

恐れがあります。

3.  T S  440シリーズ本体とターミナルユニットを 1 台

の定電圧電源で動作させると，ターミナル入出力配

線の引き回しにより高周波の回りこみを起こすこと

があります。別々の電源をご使用ください。

4.  F S K動作時はマイクロホンのスイッチを OF F に
するか，マイクロホンコネクタをはずしてください。

5.  F S Kモードのキャリアポイントは L S B と閉じで

す。A MT O Rターミナルを使用する場合はターミナ

ル内蔵の A F S Kの出力極性を反転させてください。

6.  F S K  I N端子の入力レベルは l OOmV以下にして
くfごさい。

25 



テンキー，プログラムキーの使いかた

動作中の V F O，またはメモリーチャンネルへ周波数の設定を，テンキーによって直接入力する

ことができます。 j l KENWOODI TS 440SI _  
主！£＿ P WR ＿§ 塑 III二二コ E 二二コ E二二コ巴ご二コ E二二コ
し中t:, 18巨ヨEJ E] 巨コ

ー SEND 叫 m 灯 TU 町医当匹三』 ι~ －甚己「「:s~ E  AgNEI口口口口百

(1) f i lコキーを押してください。 ディスプレイには， が全て表示されます。

マコ ． A  V F O 

(2）希望する周波数を，テンキーにより入力します。

ヂヨ子ヨ ’b  

A  V F O 

' ' - ' - -I  I. 

(3）テンキーの入力を 7 桁指定すると，終了します（ llliI二コキーを押す必要はありません）。テンキーの入力が全部

の桁でなくても， E豆二コキーを押すことにより残りは全て“ 0 ” と表示され，入力を終わります。

子コ ゆ 円
U

勺
以

円

υ
四
一

tυ

例） [ffi二コキーを押して， Eコ ， Eコ ， Eコ， Eコ
設定されます。

E二ごコ E二二コ E二二コ巴ご二コ rr:::::コ

Eコ .  llliI二コの順に押すと 14. 01500MHz に

’b  
,,_,,, ,c,-, 
I  -,. t_t I コ. u

任）間違えて操作したときは， 7桁周波数設定の前か， llliI二コキーを押すまでの聞に Im!! !コキーを押すか，スタン

パイスイッチを O N ( S E ND又は P T T を押す）すると解除になります。

ご注意 ①1～3. 99999MHz を入力する場合は最初に Eコを押してください。

②0.1～0. 99999MHz を入力する場合は最初に Eコ， Eコを押してください。
③動作不可能範囲の周波数は受け付けません。

④ l OOHz 表示の場合でも，入力時のみ l OHz 表示になります。

⑤空チャンネルへ入力する場合のモードは llliI二コキーで切り換わる前の V F Oのモードになり

ます。
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使用頻度の高い周波数やモード，特定の周波数やモードを 100 チャンネルメモリーすることが

できます。

メモリーは10チャンネルごとに 1 グループとして’ 憶えると便利です。例えば10～19チャ ンネル

は7 MHz帯 LSB, 30～39チャンネルは 2 1MHz 帯 USB, 50～59チャンネルは 2 8MHz 帯 F M, 80～ 
89チャンネルは短波数送帯として決めておくのも一つの方法でしょう。メモリースキャンはグル

ープごとに指定しますので，こうするとわかりやすく便利です。

また， 90～99チャンネルは送，受信別メモリーとして使用できます。

(1）同調ツマミ，又はテンキー，モードキーにより，記憶させたいモード及ぴ周波数を決めます。（V F O動作状態）

(2J I EEコキーを押します。

ずコ ’b  

I  CH 
げ可，~

I  ＇－＇ 司」

A  V F O 

, u  t 寸 C: ,-, 
I  -, .  I  I ユu

( 08チャンネルの場合）

( 3) M. SCR（メモリースクロール）状態となり，メモリーチャンネルを， V F Oツマミ（ 1 回転で約10チャンネル）
又はテンキーにより指定します。（ディスプレイの M. CHに表示されます。）

ゅ［2CH3
( 23チャンネルの場合）

(4 ）再び，~コキーを押しますと， M.SCR （メモリースクロール）状態が解除され，指定されたメモリーチャンネ

ルに（1）で指定した周波数及ぴモードがメモリーされます。（V F Oはメモリー状態から V F O状態へと戻ります。）

ヲヨ ’b  

A  V F O 

I  U  I 寸 t r・7
I  -,. I  I  ~I. U  

※ メモリーしたものを，他のチャンネルに移す場合も同様に行ないます。
→メモリーチャンネル聞のデータ一転送

ご注意 1)  M. S CR（メモリースクロール）状態のときは使用中の V F Oの動作状態のまま， M. CH番号，およ
ぴ周波数表示のみ検索ができ，メモリーの内容や空チャンネルの確認ができます。

2）阻T / X I T が O Nの場合は，回T / X I T分を含んだ周波数となります。
3）メモリーチャンネルは， V F Oツマミ，テンキーの他B A NDスイッチ，マイクの UP / DOWNに
より指定できます。
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~二］キーを押してから，もう一度押すまでの聞にまちがった場合や変更したい場合は~コキーを押すか，

又はスタンパイスイッチを O Nすることによりメモリ一入力動作が解除になります。

S E ND 

E 殉コ ~コ ffi l  
J 〆／／ー： － － － つ＞＇ /  r  - - /  /  REC 

90～99チャンネルにメモリ一入力する場合， [Eill] ON/ OF F にかかわらず， V F O A（または B ）が受信側メモ

リー， V F OB （またはA ）が送信側メモリーに記憶されます。
ご注 意 1  . 受信側メモリーは RI T周波数，送信側メモリーは X I T周波数を含んだ、周波数となります。

2. 一般のメモリー（00～89チャンネル）から送，受信別メモリーにデータ転送するとき，送，受信

側とも同一周波数およびモードとなります。

3. 送，受信別メモリーから一般のメモリーにデータ転送するとき，受信側の周波数およびモードの

み転送されます。

メモ リー した周波数を呼び出しま す。

(1 ）~亙コキーを押しますと， M . CH番号，そのメモリーされているモードと周波数が表示されます。

予コ ’b  
I  M C  勺可 I /_I I 寸 C 円
C コ I I. I  I  _I . しI

(2）メモリーチャンネルを，同調ツマミ（ 1 回転約10チャンネル）又はテンキーにより指定します。

広三］~匠
戸方／ ~ζ 三』~め口口仁 ’b  

－JI
－－ 

Ff

－J一

J
 

pu

一！
 
j
 

M

一

I ココ co

(3 ）再び~キーを押すと，元の VFO 動作状態に戻ります。

．惨 A  V F O 

, , _ , , - ,  l l戸 t寸
I  I. U  ／ーI. しI

ご 注意 1.  V F Oで RI T/ XI T が O Nの場合，メモリーにすると RI T/ XI T は OF F となりますが，また V F O

にすると元の状態に戻り RI T/ XI T は O Nとなります。

2. メモリーで RI T/ XI T が O Nの場合， V F Oにすると RI T/ XI T は V F O時の状態になります。

3. メモリーされていない場合（空チャンネル）は， M. C H番号のみ表示されます。
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メモリースキャンは，メモリーされたチャンネルをスキャンします（メモリーチャンネル動作

時）。

100チャンネルを 10チャンネルごと（00～09, 10～19・・・・・90～99）のグループに分け，そのグル

ープの量百四でメモリーされているチャンネルのみスキャンします。

(1 ）~コキーを押したまま，テンキーでスキャンさせたいグループの最初のチャンネルを (lo 桁台）指定します。

万三ヨ~匠
r －－：： フ；／ ~sξ ヨ』~

Eコーー O～ 9 チャンネル
Eコー・ー・ー • 10～ 19チャンネル

め口口仁
Eコー・・ー・90～99チャンネル

(2 ）~コキーを離します。スキャンがスター卜します。

例 1）グループ 2 の Eコを指定した場合 例 2 ）グループ 1 の Eコ

グループ 2 及びグループ 3 の Eコを指定した場合
C H2 0  C H2 9  グルプ｜

CH1 0  CH1 9  

4スター卜 ;  
Lー」

(3 ）~コキーを押すと，スキャンは解除され，ストップしたチャンネルになります。

’b  

r  M C H 
I  . － コ I ココ Iご円
i  i=, I_ I. Iーし＿，. し／

クループ 3
C H3 0  Cf - 139 

(  16チャンネルで l 9E臼を押した場合）

※スキャン中に~正コキーを押すと，スキャンスピードが遅くなります。再び~コキーを押すとスキャン

スピードが元の速さに戻ります。

ご注意 1  . スキャンが有効なチャンネルとは入力済のメモリーでなおかつロックアウト（使用法はメモリー

のロソクアウトの項をお読みくださしミ）されていないメモリーチャンネルです。
2. 選択グループ内にスキャンの有効なチャンネルが l チャンネルもなかったらスター卜せず自動的

に解除となりメモリーチャンネルに戻ります。

3. 選択グループの指定はパックアップされ，初期設定はグループ 0 ～9 まですべてのグループが指

定となっています。

4. 選択グループの指定方法は~コキーを押しながら 10 キーによりグループの数字を押しますがス

キャンの順番に関係なく 10のグループ（重複を含めません）まで指定できます。

例）~口→ E コ→ E コ→ E コ→ E コ→ E コ→区亙コ→スター卜

（押す） （離す）
指定された選択ク令ループは 1 ,  2,  5,  8 となります。

5  . スキャン中，スタンバイスイッチを押してもスキャンは解除となります。
6. スキャンは指定グループの下位から上位の方向に動作しますが，動作中にバンド及びマイクロホ

ンのD OWNスイッチを押すと上位から下位方向にスキャンします。同調ツマミを反時計方向に回し

でも同様になります。スイッチを離す又は同調ツ 7 ミを止めるとスキャンはふたたぴ下位から上位

方向へスキャンを開始します。
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メモリーした内容を， V F Oへ呼び出すことができます。

1  )  filQ亙コキーにより，メモリー状態にします。

’砂 場

内

υ一は
－
V
L
一
炉
』

一1
一一ル

、，I
－
ネ

．
一
ン

t
t
一ヤ一

チ

U
L
一
凶

m

－，c
一

2)  V F Oツマミ，又はテンキーでメモリーチャンネルを指定します。（再ぴ filQ亙ヨキーを押すと，元の V F O状
態に戻ります。）

E B巨
戸方 A 弓 ζ 三』~め口口仁 ’b  定

円一
U

一一一
一
ネ

コ－一ンー一一ヤ
コ！－一チ
a
，－
ro 

3 ）~コキーを押すと，その内容が VFO へ入力され， VFO 動作となります。

”  
A  VFO 

ごI I ココ C ,-, 
,_- I. I _ / _  _I_ U  

ご注意 1  ）メモリーで RIT/XIT が ON の場合，~コキーで VFO へ呼ひ酔出されますと，そのまま RIT/

X I T は O Nとなります。

2  ）送，受信別メモリーの場合，受信側は現在表示中の V F Oに，送信側は現在表示していない方の

V F Oに呼び出され，スプリットは O Nとなります。
3 ）空チャンネルの場合は動作しません。

4)  VFO の内容は~コキーを押した時点で消去されますが，メモリーの内容は消去されずに残り

ます。
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メモリーされた内容を消去するときは，次のように行ないます。

l ）~を押してメモリーチャンネルにし，消去したいチャンネルを VFO ツマミまたはテンキーで呼び出し

ます。

”  
2 ）~コキーを押しながら~二コキーを押します。

3 ）ディ スプ川表示がi肖え消去され抗 ゆ

I  '1. C H 

I  :  i「「t

I  /1. r.H 

I  ，.・
I  ＇・ヨ

1 ココ C 円
I. I _ C. ー／. u  

(  16チャンネルを消去する）
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メモリースキャンをするときに，飛び越したいチャンネルを指定することができます。

( l ) M. SCR （メモリースクロール）状態以外のメモリ一時，ロックアウトしたいチャンネルを指定します。（テンキ
ー，又は同調ツマミによる）

r  M CH 
勺 可 t 仁I I 寸 C t寸
C コ I I. I  I  _I.  I_/ 

( 23チャンネルを指定）

(2 ）~コキーを押しますと，ディスプレイのメモリーチャンネルの横の小数点マークが点灯し，ロックアウトさ

れたことを示します。

’b  定U
日ウ

一川

υ一ク
ci一
口

寸
1
一
時

1
1
一
ネ

一
、
／

j
t
一
ヤ

t
．
一
チ

M

－，c
一

(3 ）再び~コキーを押しますと，小数点マークが消え，ロックアウトが解除されます。

’b  
r  M C H 

可 τ t ' -'  1 寸 C 円c・ ::i I  I. I  I  _I. しI

（ロックアウト解除）
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プログラムスキャンは， V F O動作時に使用できます。

PG. S  1 は， 06チャンネル（PG. S- 2は08チャンネル）に指定した周波数から， 07チャンネル（PG. S- 2

は09チャンネル）に指定した周波数までスキャンします。

PG. S- 1 I  
0 7CH 例） 0 6 CH 

14. 010. 0CW 
0 8CH 一町

内
4S

 
G
 

P
 

ー--l・ 14. 100. 0USB 14. 200. 0USB → 14. 320. 0AM 

(1）匡亘Eコキーを押したまま， PG. S 1の Eコ又は PG. S- 2の Eコを順次押します。…・ー（ i  )  子コ PG. S- 1 の Eコ及ぴ PG. S- 2の匡コを順次押します0 ・・・・（ i i )

(2）匡冨正コキーを離しますと， C H6のモードと C HSのモードでプログラムスキャンがスタートします。

(  i  ）の場合
「一一PG. S- 1一一「 「一 P G S 2 一「

C  6  C 向7 C 向8 C H9  
14. 0  I  0. 00 14. I  00.  00 14. 200.  00 14. 320.  00 cw. ぺ又は U吋 つ

L 」 L 」

(i i ）の場合
CHE 5PG. S - 1三副7 C~ PG. S - 2司9

c w，二一- '  守スタート
L 一一一一一一一一ー一一ー ーーーー」

(3 ）~コキーを押しますと，プログラムスキャンが解除され，ストップした周波数とそのモードの VFO 動

イ乍となります。

例）

’b  
I  t コロ c c-,. '- CJ  ~/. J  

( US Bモード）

(4）グループを指定しないときは，前に指定したグループをくりかえしスキャンします。

mm[コキーを押すと，プログラムスキャンスピードが遅くなり，もう一度押すと元の速さに戻ります。

(5）スキャン中にモードキーを押すと，モードの変更が可能です。

ご注意 1  . スキャンの範囲を指定しない場合，自動的にスキャンは解除されます。ただし，両スキャンのと

きどちらか一方でもスキャンが可能ならそのグループのみの単独スキャンとなります。

2. 選択グループの指定はパックアップされ，初期設定は両スキャンとなります。

3. 選択グループの指定方法は E冨Eコキーを押しながら 10キーの Eコ， Eコ または両方押して指
定できますが，それ以外の数字は受付けません。

4. スキャン中，スタンパイスイッチを押すとスキャンは解除となります。

5. スキャンは CH6→CH7, C HS→CH9の方向に動作しますが，スキャン中にマイクロホンの UP /
D O WNスイッチまたはV F Oツマミによりスキャンの方向を変えることができます。マイクロホン
のスイッチを離すか，または同調ツマミの回転を止めると再び指定方向にスキャンを開始します。
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より良く機能を使いこなすため！こ・
受信をするとき
TS- 440シリーズは，受信をするときに効果的ないろいろの機能を持っています。

34 

非常に強力な電波が入感すると，その信号が近接周波数

の場合は目的の受信信号がブロックされたり，直接受信す

る周波数の場合は S メーターが振切れてしまったりするこ

とがあります。このようなとき， A T TスイッチをO Nにす

ると， R Fアンプへの入力信号は約20dB減衰し，強力な信

号による妨害が軽減されて，査の少ない安定した受信状態

にすることができます。（500kHz～1. 6MHzのバンドでは，

あらかじめ約20dBのアッテネーターが挿入されています。）

自動車のイグニッションノイズのようなパルス性ノイズ

が多い場合は， N Bスイッチを O Nにしてください。ノイ

ズに抑圧されていた信号が明瞭にうきあがってきます。

無信号時の「ザー」という雑音を消したい場合は，この

ツマミを時計方向に，ゆっくり回し，スピーカーからの雑

音が無くなる（臨界点）ようにセットしてください。この

ように S QL ツマミを調整しますと，相手局の信号が入っ

てきた時のみ音が聞こえます。
( FM, SSB, CW, AM全モードで動作しますがモードにより

動作位置が多少異なります。また，外来ノイズの強さによ

り動作位置が変わります。）

ご注意 R Fツマミをしぽり過ぎますとスケルチ動作をし

なくなります。このときでもノイズは消えませ

ん。

固

口 周 回

胤
l  I 』tト8

、話グo，、10



IF SHI F T とは，受信周波数を変えないで， IF フィルター

の通過帯域をシフトさせる回路です。亡のツマミを左右に

回すことにより，右図のように I F の通過帯域がシフトし
ます。（A M, F Mモードでは動作しません。）

したがって，受信している周波数付近に混信信号がある

場合等， I F S HI F T ツマミをまわして， i昆信からのがれる

ことができます。このツマミは， US B, L S B , CWの各モー
ドで次のような使い方をします。

eus s モードの場合
＠方向に回しますと，受信周波数の低い方からの混信を

除くことができます。この結果音質的には，ローカット

（低い音が低減される）の音になります。

θ 方向に回しますと，受信周波数の高い方からの混信を
除くことができます。音質は，ハイカット（高い音が低減）

の音になります。

e L S Bモードの場合

＠方向に回しますと，受信周波数の低い方からの混信を

除くことができます。音質は， U S E と逆になり，ハイカッ

トの音になります。

θ 方向に回しますと，受信周波数の高い方からの混信が

除かれ，音質は，ローカットの音になります。
e c wモードの場合

c wモードでは I F シフトツマミと RI T ツマミを併用す

ることーによりピッチを変えることができます。

e F S Kモードの場合
R T T Yターミナルユニットのマーク・スペースインジケ

ーターまたはクロスパターンを見ながらマーク・スペース

のレベルが同じになるように I Fシフトで合わせます。

。 ＠ 寄＠。＠
⑧のような混信信号がある場合，＠方向
へ回します。

⑧のような混信信号がある場合，⑥方向
へ回します。

IFシフトツマミ

受信している帯域内に， c wのような単信号の混信があ

る場合， NOT C Hスイッチを O Nにして， NOT C Hツマ
ミでビート混信が最小となるように調整してください。こ

のスイッチはすべてのモードで約 400～2600Hz の範囲で動

作します。
NOT C Hツマミ中央で約 1400Hz のビート混信を除去で

きるようになっています。

ノッチによ
り減衰され 受信信号混信信号

山円圃感
オーディオ周波数 オーディオ周波数

ノッチOF F ノッチO N
ノッチ回路の動作 NOT C Hツマミの使い方
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RI T 

a. 1  

一－巳ヨ
, 0 8  
UOC! :ヨ

寸 C 可
I  ~I. I  

『，＿，
I  -,. 

反時計

RI T ツマミの使い方

RI T とは， Recei ver I ncrement al  Tuni ng の暗で，送信

周波数を変えないで，受信周波数のみを約土1kHz変化させる

ニとができます。交信中に，相手局の送信周波数がずれた

場合，主同調ダイヤルを回すと自分の送信周波数もずれて
しまいますので RI T スイッチを O Nとし， RI T ツマミを
まわして，相手局の送信周波数に， a こちらの受信周波数を

合わせます。

ツマミを時計方向へ回すと，周波数は高くなり，

方向に回すと，低くなります。
ご注意 1)  RI Tが動作していますと，送信周波数と受

信周波数が一致しませんので，新しく別の局
を呼ぶ場合は，必ず悶T スイッチを OF F に

してください。

2)  V F Oと RI T はそれぞれ l OHz ステップで

周波数が変化しますが表示は l OOHz桁までし
か行いません。このため下の例の口内のよう

に V F O周波数と RI T周波数の表示最終桁に

違いが出る場合があります。これは表示のみ

で実際には l OHz ステップで周波数は変イじし

ます。

RI T/XI Tー⑥ーIF SHI円画。

函 9

凪。
固 1

n
U

唱
i

一円
U
一
一
D
7一

一円
U一
一
一
口
1
一

四一円
U
一s
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u寸一

司一円
U
一
一
口
t
一
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一口
EI
－－
0
1一

一ココ一一コ」一
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A G C スイッチは， A G C回路の時定数を明り換えるスイ
ッチです。

( F Mモードでは A G Cスイッチは動作しません。）

一般的には次のように切り換えて使います。

F AS T  :  C Wを受信する場合や同調ツマミを早く回して選

局する場合。
S L OW:  S S B を受信する場合。
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I F の選択度（帯域幅）を，オートとマニュアルに切り換

えられます。
A UT O （オート）：モードにより，自動的に選択度が変わり

ます。
N  :  C Wフィルター（YK- 88C/ 88CN）を取り

付けた場合のナローポジションです。

M1  :  Y K  88S を取り付けた場合，スカート特

M2  

w  

性が改善されます。

Y K 8 8 S Nを取り付けた場合，帯域幅が

2. 2kHz から 1. 8kHz となり，混信の多い
場合などクリアーな受信ができます。

：内蔵の S S Bフィルター（帯域幅 2. 2kHz)
となります。

：内蔵の A Mフィルター（帯域幅 6kHz ）と

なります。

ご注意 別売のクリスタルフィルターが組み込まれてい

ない場合， N およびMl のポジションでは受信

できません。

フィルターの切り換え

A U T Oモード

モード OP T I ONフィルター無し，（）内は帯域幅

S S B  8. 83MHz  （スルー） +  455kHz ( 2. 2kHz)  
c w 8. 83MHz  （スルー） +  455kHz (2.  2kHz )  
A M  8. 83MHz  （スルー） +  455kHz (6. OkHz)  
F S K  8. 83MHz  （スルー） +  455kHz ( 2. 2kHz)  

MA NUA L  MOD E  

ポジション OP T I ONフィルター無し

N  聞こえない
M1  聞こえない
M2  8. 83MHz  （スルー） +  455kHz (2.  2kHz )  
w  8. 83MHz  （スルー） +  455kHz ( 6. 0kHz)  

TS- 440 シリーズにはオプション（別売）としてつぎのフ
ィルターが用意されています。

YK- 88S ：帯域幅 2. 4kHz

このフィルターを取り付けると帯域幅（2.2

k Hz）がわずかに狭くなりスカート特性が大幅
に改善されます。

SELECTI VI TY 
I  -i N  

AUT O, dム臥 M1  

II I  I  Iト M2
、司~、 W

OP T I ONフィルター付（）内は帯域幅

8. 83MHz ( 2.  4kHz または1. SkHz)  +  455kHz (2.  2kHz )  
8. 83MHz ( 500Hz または 270Hz ) + 455kHz ( 2. 2kHz)  
8. 83MHz  （スルー） +  455kHz ( 6. 0kHz)  
8. 83MHz ( 500Hz または 270Hz ) + 455kHz ( 2. 2kHz)  

OP T I ONフイ／レターイ寸

8. 83MHz ( 500Hz または 270Hz ) + 455kHz ( 2. 2kHz)  
8. 83MHz ( 2.  4kHzまたは1. SkHz ) + 455kHz ( 2. 2kHz)  
8. 83MHz  （スルー） +  455kHz ( 2. 2kHz)  
8. 83MHz  （スルー） 十 455kHz ( 6. 0kHz)  

Y K- 88SN ：帯域幅 1. 8kHz

このフィルターを取り付けると帯域幅が狭

くなり，スカート特性も改善されます。

YK- 88C ：帯域幅 SOOHz

c w用のフィルターです。

Y K - 8 8CN：帯域幅 270Hz

c w用の狭帯域フィルターです。
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送信をするとき

38 

TS- 440 シリーズは，送信をするときに効果的ないろいろの機能を持っています。

v ox スイッチ ANT I  V O X  

v ox動作（S S B/ F M時）およびブレークイン動作（C W V O X動作中にスピーカーより出た音で v ox 回路が誤

時）のスイッチです。 O Nで v o x またはブレークイン機 動作しないように調整します。（なお，ヘッドホン接続時

能が動作します。 は A NT I V OX は動作しません）
スライドスイッチの中央位置で V O X O Nとなります。

低くな⑬〕くなる
v ox ツマミ 高くなる←V O X感度→低くなる

付属の v o x用ツマミを差し込んで調整してください。

V O X  GA I N DE L A Y  

v oxアンプの利得を調整するツマミです。 v ox動作が v ox動作時，遅延時聞を調整するツマミです。適当な
最適になるように調整してください。 位置にしてお使いください。

⑬くなる 短〈勾）くなる

c w時，スタンパイスイッチを R E C の位置にしたまま モールス符号のスペース期間に外来の信号を受信すること

で，電けんを押すことにより自動的に送信状態になる機能 ができます。
をブレークイン動作といいますが， TS- 440 シリーズではつ ご注意
ぎの 2種類の方式ができます。
ご注意 セミブレークインまたはフルプレークインのと

き， c w以外のモードとのクロスモード運用は

できません。

セミ プ レ ー ク イ ン

セットの上側にあるスイッチを S EMI の位置にします。

電けんを押し下げると自動的に送信状態になり，上げて
も一定時間（V O X コントロールの DE L A Y ツマミで可変

できます。）は送信状態が保持されます。

フルブレークイン

セットの上側のスイッチを， F UL L の位置にします。

電けんを押し下げると自動的に送信状態となり，上げる
とただちに受信状態に戻ります。従ってキーイング中でも

1  ）リニアアンプ T L 922 （別売）はフルプレー
クインの動作はできません。

2 ）モードが同じでも異なるバンド聞でのブレ

ークイン動作はできません。

例 受信 7 MHz  C W  
送信 14MHz  C W  

3  ）スイッチがS E MI またはF UL Lの時S E ND
スイッチを O Nにしますとキーイングとは無

関係に連続した電波を送信しますのでリニア
アンプの調整等に便利です。

c w 

r  l皿 l
vox 



メータ一切り換えスイッチにより 3 種類の情報を読むこ
とができます。

A L C ：送信部の A L C レベルを監視します。指針がA L C ゾ

ーンを越えないように， S S B時は MI C ツマミ， c w
時は C A R ツマミを調整してください。

P WR  :  T S  440 シリーズの送信出力（進行波）を指示しま
す。

S W R  :  T S  440 シリーズの出力インピーダンスと，アンテ

ナとのマッチングがとれているか（S W R）を示しま

す。

s‘~\\,\,\ i/ 
50 100 150 W 

3  5  1000 

A L C  P WR  

S S B時，（特に D X局との交信時），相手局に良く了解

してもらえない場合にスピーチプロセッサーを使用してト

ークパワーを増大させると効果があります。

ご注意 高出力型マイクロホンを使用する場合は，過大

入力となり，音質劣化等の原因となります。 7

イクロホン回路に右図のようなアッテネーター

を使用するか， 10k Q ～33k Q の抵抗（使用する

マイクロホンによって異なります。）を並列に

接続してください。〔参考ーーマイクロホン感度：

- 5 5dBの場合， 7 イクから約 5 c mの距離で使

用した時のマイクロホン端子電圧 l OmV( l kHz )

です〕

1 0 k Q～3 3 k Q( 7イクロホンによって異なります）

。ー」怜
マイクロホンへ

0 - -ー一一一
へ々ノクネコの、／ホロクイE

 A G C  
F. L OC K  P ROC  NOT C H F AS T  

受信周波数を変えずに送信周波数を約士山Hz 可変する

ことができます。

RI T で受信周波数を動かした場合，そのままの状態で送

信すると相手局にずれたままの周波数で送信することにな

ります。そのような時同調ツマミで変えることなく， X I T
スイッチを押すだけで済みます。 X I T スイッチをもう一度

押すと， X I T は OF F になります。

X I T周波数はディスプレイ上に表示されます。

RI T/ XI Tー⑨ー IF SHI FT 

E ] 巳ヨ
0 6  
E司 B
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V F OA , Bの両方を使い，能率の良い運用を行なう
ことができます。一般に， QS Oは相手局と同じ周波

数で行ないますので， C Qを出している相手局に，こ

ちらの周波数を合わせれば相手局を呼ぶことができま

す。
いま， C Qを出しているA 局を，多数の局が同時に

呼んだとします。 A 局は混信の中から B 局のコールサ

インを確認して B 局に応答します。ところがまだ数多

くの局がA 局を呼び続けていたとすると， B 局は混信

のため自分に対する応答があったことがわかりません。

もし，わかったとしても混信のためスムーズな QS Oは

望めません。
ここで一つの解決法として， C Q’ を出している局を

呼ぶ周波数を意識的にズラす方法がとられています。

皆が別々の周波数で呼んでくればA 局は受信周波数を

変えて相手局と選択することができます。
ここでA, B  2つの V F Oが，送信用，受信用等に

使い分けられます。

・C Qを出している局を呼ぶ場合

[ E ] キー

[ E ] キーを押すことにより，未動作の V F Oの周

波数，モードを動作中の V F Oに一致させることがで

きます。
例えば， V F O A が 7 MHz LSB,  V F O  B が 21MHz

US Bの場合， 7 MHz を受信中 [ E ] キーを押せば，

V F O  B も7 MHz L S Bモードとなります。

[]Z[] キ－
[]Z[] キーを押すことにより，ディスプレイ上の

V F O  A または B が表示され， A または B の V F Oが働

いていることがわかります。

例えばA 局の周波数を V F O A で受信し， []Z[] キ

ーを押して， V F O B で違った周波数を送信すること

ができます。（C Qの出している局の周波数指定がある

場合はその周波数に V F O B を合わせます。）

E自キー

V F O  A で受信として @i l l ) キーを押すことにより，

送信は V F O B 周波数になります。また V F O B で受

信をして匡司キーを押すことにより，送信は V F O
A の周波数になります。

※ 受信を V F O A，送信を V F O B というように習慣
づけておけば，急いで、操作するときにまごつきません。

l長Flキー
お A / Bによる SPL I T動作のとき，受信中に固

キーを押すと，押している間だけ自局の送信周波数を

ディスプレイ上に表示することができ，受信状態のま

ま，送信周波数を，変えることができます。

数多くの局が異なる周波数で呼んで、いるとき，現在

どの周波数で呼んでいる局に応答しているかがわかれ

ば，送信周波数をただちにその周波数にセットしてコ

ールすれば自局に応答される確率は高くなります。

・C Qを出す場合
[ E ]  ,  []Z[] ＠：自耳キーを利用して，受信，周波

数をセットします。

V F O  B を送信に決めた場合，この周波数は後で動

かす必要はありませんので V F O B には手をふれませ

ん。
V F O  A でこちらの指定した周波数の範囲を受信し

て呼んでくる相手局に応答していきます。

時々，固キーを押して，自局の送信している周

波数を聞き，他に防害がないかどうか，また自局と同

一周波数で呼んでいる局がいないかどうかチェックし

ます。このとき， V F Oツマミには手をふれません。



C A Rツマミ

E コ；：：~ 山 A 咽圃 SPL T  • STI~ 附＇＂ ~圃

s. s.B BBB B. 8. 8-a. e.:e. e. 

AUT O/ T HRUスイッチ

A T T UNEスイッチ

オートアンテナチューナーは 2 0Q～150Q( S WR で

約 2. 5: 1）の範囲で同調を取るニとができます。

接続するアンテナ系の S WRが整合範囲外の場合は

無理に同調を取らずにアンテナ系を調整してからご使
用ください。なお， TS- 440Sはチューニング中，送信

出力が自動的に約1 0 Wとなります。

アンテナチューナーはS WRの高いアンテナのS WR
を低くすることができますが，電力を有効に空間に送

り出すためには正しく調整された S WRの低いアンテ

ナを使うことが重要です。
このオートアンテナチューナーは， 3 . 5MHz～2 8 MHz

の各アマチュアバンドで動作します。

1. 使用するバンドのアンテナが正しく接続されてい
るか石雀言忍してく犬f さい。

2.  A UT O/ T HR Uスイッチを ON( A UT O側）にし
てください。

3.  CW. F Mモードと同様に C A Rツマミを右に回し
て約10時～12時の佐置にセットします。（一一～…峨作しますが， C A R ツマミが左に回し切られてい｜

る場合は出力が出ないためチューナーは動作し l
ません。 ／ 

4.  A T  T U N EスイッチをO Nにすると送信状態とな
り， A T T U N E インジケーターが点灯し，チューニ

ング動作が始まります。このときモードの表示は C

Wモードになります。
5. しばらくするとインジケーターが消えチューニン

グが終わります。

6.  A T  T U N E スイッチを OF F にしてください。

ご注意 1)  A T  T U N E スイッチを O Nすると，一
瞬 A T T U N Eインジケーターが点灯し，

すぐ消える場合はすでにマッチングが取
れている状態です。

2)  A T  T U N E スイッチを OF F にしない

と受信状態になりません。

3 ）チューニングがスタートしても，なか

なか終わらない場合は A T T U N E スイ

ッチを一度 OF F にし，再び O Nしてく
ださい。再度 O Nすることによりチュー

ニング点が見つけやすくなります。何回

かくり返しでもチューニングが終わらな
い場合は， A UT O/ T HR Uスイッチを

T H R Uにして S WRメーターでアンテナ

系を点検，調整してください。
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移動局〈モービル〉！こついて・－－－－－。

モービルアンテナについて

市販のアンテナ基台（パンパーマウントが良い）を使用

し，車のボディーへしっかりと取り付けてください。

(1）アンテナの取り付け

H F帯のモービルアンテナは， V H F のアンテナと上国交し

ても，その形状も大きく（風圧を受ける面積が大きい），

重量も大きいですから，取付基台は，しっかりした頑丈な

ものを選んで・ください。一般的には，図のようなパンパー

マウント方式のものが良いようです。モービル用のアンテ

ナは，車のボディー全体が接地板となりますので，アンテ

ナ基台のアース側は，ボディーに完全に接地する必要があ

ります。

(2）同軸ケーブルの車内への引込み方

パンパーマウントの場合， トランクルームの水引きの穴

を利用して引き込みます。トランクルームから車内へは，

後部の座席を外しますと，引き込むことができます。

ルーフサイドの場合， ドアのステップの下， 2 ドア車の

場合は後部の窓等を通して，車内へ引込みます。ただし，

この場合，雨水が同軸ケーブルを伝って，入ってくる場合

がありますから，同軸ケーブルの引込み方に注意してくだ

さい。
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ご注 意 ①最近の車で，ウレタンパンパーを装着した車

があります。このような車に，アンテナ基台

を取り付ける場合は，必ずアンテナ基台のア

ース側をボディーへ接地してください。

②新しいアンテナ等の未知のインピーダンス負

荷のアンテナ調整をする場合は，次のように

して本機の S WRメーターを使用してアンテナ

を調整してください。

・C A R ツマミを反時計方向に廻しきって，

送信出力をしぽっておきます。

－ 次に送信状態にし， C A R ツマミを徐々に

時計方向に廻して，パワーを上げていきま

す。通常のアンテナ系の V S WR測定は，

フルパワーにしなくても測定できます。

・アンテナ系を完全に調整（V S WR を1. 5以
下）した後は，フルパワーで送信すること

ができます。

ローディングコイル
Jレーフサイド取付の場合

塗装をはがしてアースをしっかりとる
アンテナ

して引き込む …事



TS- 440S をご使用の場合，移動局として申請される

ときには，出力を sowにパワーダウシしなければな

りません。

sowへパワーダウンする為の改造を次の要領で行な

ってく fごさい。

1. セット底面の 2枚のケースをはずします。

2. 背面倒にあるフィルターユニットのsowと表示さ
れているピンに差されている茶色リード線をピンコ

ネクターからぬきます。

3. フィルターユニットの基板上でどこにも差されて
いなかった白色リード線をsow表示のピンに差しま

す。これで I OOWから sowへのパワーダウン改造の
作業は終りです。

自動車の電源容量について

基板上でどこにも接続され
ていなかった白色リード

ていた茶色リード

自動車の電源は，バッテリーとオルタネーター（発電機） ・エンジンを止めた状態で，長時間送信を行わないでくだ
から，構成されています。エンジンをスタートさせる時は， さい。

バッテリーを使用して，スターターモーターをまわして， ・電流計，電圧計を取り付けて，バッテリーの充電状態，
エンジンをかけます。（この時が最も，バッテリーから大 電圧を監視するのも良いでしょう。
電流が流れます。）エンジンが回転しますと，オルタネー

ターは，発電を開始します。車の電気系統の負荷状態によ

り，オルタネーターから負荷へ電流を供給したり，バッテ

リーへ充電したり調整しています。（レギュレーターによ

り調整されています。）

したがって， トランシーパ一等のアクセサリーを多く使

用する場合は，オルタネーターの発電量をオーバーしない

ように注意する必要があります。これを充電不足状態とい

いますが，この状態で長く使用しますと，バッテリーが過

放電します。したがってライト等は点灯できても，スター

ターモーターを廻すことができなくなることがあります。

このようなことを防止するためにも，自動車のバッテリ
ーの保守について，日頃注意して運用してください。

－ 車の電源をフルに使っている状態，例えばライト，ヒー

ター，ワイパーその他を使用している時は， トランシー

パ一等の使用をさけてください。

オ Jレタネーター
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モービル運用時のノイズ対策について

自動車の発生するノイズ源は，種々あります。代表的な

ものとして，イグニッションコイル，ディストリビュータ
一等の点火系から発生するイグニッションノイズまたは，

ワイパーモーター，ヒーターのモーター雑音および静電気

です。この中で，イグニッションノイズがレベル的にも大

きなものとなっています。

T S・440 シリーズにはイグニッションノイズを押えるため

にN Bスイッチがあります。このスイッチに頼る以前に，

ノイズの発生をできるだけ押えることが大切です。次にそ

の対策方法について簡単に触れてみたいと思います。
(1）アンテナの取付位置

イグニッションノイズは，エンジン部より発生しますか

ら，アンテナは，なるべくエンジンより遠ざけてください。

（リヤーパンパ一等）

(2）抵抗入プラグの使用
エンジンに使用されている点火プラグに抵抗入りプラグ

を使用しますと，ノイズ低減に効果があります。

また，同様に抵抗入りプラグコードを併用しますと，よ

り効果があります。

(3）ボンデイング

自動車の構成部品は，金属でありその結合は，直流的，
低周波的に接続されているようですが，高周波的には浮い

ている状態があります。例えば，エンジン，ミッション，

マフラー， リアアクスル等およびボンネット等があります。

これらを，太い同軸ケーブルの編組線などで接続しますと，
イグニッションノイズ等に大変効果があります。これをボ

ンディングと呼びます。プロの無線車などは，このような

対策がされています。

( 4）アースの位置
θ 側は，セットの近くで，ノイズが最小となる点を探し，

接地すると効果があります。

コム
I  Tッキング -

I/II／電原バッテリーへ

ご注意 ・電源ケーブルの引きまわしはボンネット等ではさみ込まないよう十分注意してください。

・バッテリーの配線は＠プラス， θ マイナスの極性に注意して配線してください。
・配線する前にショート事故防止のためバッテリーのθ マイナス端子を外しておいてください。



固定局！こついて

固定用アンテナについて

H F帯の固定局用アンテナは，アマチュアバンド用とし
て設計されたアンテナの使用をおすすめします。種類とし

ては，ワイヤーアンテナ，パーチカル，ロータリービーム

アンテナ等数多く市販されております。ご自分の使用する

目的，環境条件，予算等を考慮して，最適のアンテナを選

んでください。また， H F用アンテナは，形状もかなり大
きく，台風等の風雨対策は，完全にしておくことが必要で、

す。
本機のアンテナ入出力インピーダンスは， 5 0 Qとなって

おりますのでアンテナへ接続する同軸ケーブルは， 5 0 Q系

の 5D- 2V, 8D- 2V, RG- 8等をご使用ください。

また，アンテナと同軸ケーブルはマッチング（インピー
ダンスを合わせること）させて使用してください。同軸ケ

ーブルの特性インピーダンスとアンテナのインピーダンス

が合わない状態では，同軸ケーブル上に定在波が生じ，電

力損失も増加し，同軸ケーブルからの不要幅射が起こり，

TVI , BCI の原因となります。 S W R値の最良値は“ 1 ” です

ので，なるべくこの値に近づける必要があります。通常

S WR値は“ 1. 5” 以下でご使用ください。

〔参考〕 S WRとは正確にはV ふW. R. ( Vol t age St andi ng 

Wa v e  Rat i o）といい，電圧定在波比のことで

す。
TS- 440シリーズで＇ 1. 9MHz を運用する場合は

当社のアンテナチューナ－ AT- 230 の使用をお

すすめします。
14MHz , 21MHz , 28MHz バンドでは，下図のよ

うなロータリービームアンテナを用いますと，
D X通信に威力を発揮します。

ロータリービームアンテナの例
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e R T T Y符号

アマチュア無線に使用される R T T Y の代表的な符号は，

図のようなボードコード ( Baudot code）と呼ばれる 5 単位

のマーク符号とスペース符号で構成されています。英文字，

数字，特殊記号を 5 単位の符号に変換して送・受信をおこ

ないます。最近では符号の誤受信を防止するため，エラー

チェックを含んだ、符号の組み合わせによる一歩進んだ通信

もおこなわれています。（ASCI I , A M T O R等）

e R T T Y装 置

R T T Y の符号をっくり出すためには， C P Uを内蔵した

専用のコード交換機能を持った R T T Y ターミナルユニッ

トを使用する方法と，パーソナルコンビューターを利用し

てコード交換をおこなう方法があります。

このコード変換されたオーディオ出力をセットのF S K I N

端子に入力します。

受信した R T T Y信号を直接理解出来る文字や数字に変

換するためには，受信音をテモジュレーターを通して直流

信号に変換して C P U内蔵のターミナルユニットやパソコ

ンでコード変換をおこない，モニターディスプレイやプリ

ンターに出力します。

AF S K I N端子

可聴周波の R T T Y
送信信号

！時盟都
R T T Y装置

可聴周波の円T T Y 受信信号

AF S K  OU T端子

ごスヰ正戸l：「スト y プ

マーク

スペース ストップ
｝←一一－ A I  B一一一-------l

(b) 

5 単位の R T T Y符号

F S K端子定格

A F S K  IN 5 0 mV以上

( MI C GA I N中央にて，

プルパワーに要するレ

ベル）

- z . . _  A F S K  O U T  0. 1V以上
- z. . . . _ 

R T T Y 電波
( F1)  

( A NT入 力1 mV，負荷抵

抗； 4 7 k Qにて）

マーク信号に 2 1 2 5 k Hz，スペース信号に 2 2 9 5 k Hz のオーディオ周波数を使

った場合の周波数関係を示します（下図）。なお TS- 440 では F S K動作時の

周波数表示は受信のキャリア周波数（L S Bモード）を表示しております。
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2295Hz  

2125Hz  I  

14. 09771MHz  14. 09788MHz 円X CARR I E R 
S P A C E  MA R K  14. 10000MHz  

（表示周波数）
F S K モード周波数関係



AC C 1  

この端子はインターフェースキットを装着する場合

に使用します。

．ノf ソコンインターフェース用 I Cを耳疋f寸け（P57），レ

ベル変換器RS- 232C （オプション）と組合せることに

より外部のパソコンで以下のコントロールができます。

詳しくは別売りの外部コントロールコマンド解説書を

参照してください。

．パソコンでコントロールできる内容

インターフェースキット

インターフェースキットを装着させることにより，

お手持ちのパソコンでセットをコントロールすること

ができます。インターフェースは T T L レベルの調歩

同期式で全二重方式です。コントロールする命令形態

も強化されていますので， BAS I C を用いたやさしい

プログラムで可能性が広がります。

e v F O  A, Bの読み出しと書きかた

．メモリ C Hの内容の読み出しと書きかえ・V F OA とB とメモリ C Hの切り換え

e MI C  UP / DOWNの ON/ OF F

．メモリ C Hの切り換え

．モードの変更

e v F oの SPL I T ON/ OF F  

．送信／受信の切換え

e L O C K S Wの ON/ OF F

eRI T , X I T  S Wの ON/ OF F

eRI T , X I T 周波数の UP / DOWN・S C A NON/ OF F  

．セットの動作状態の読み出し

A C C 2  パネル面から見た図

3 見B 二

プラグ（別売）

A C C 2用接続プラグ（部品番号： £07- 1351- 05）をご

希望の方は，最寄のサービスセンターまたは営業所に

お問い合せください。

AC C 2の端子接続表

端子番号 端子名 用 途

1  N C  無配線

2  N C  無配線

3  
オーディオ 受信出力がA F ボリュームに関係なく一定レベルで出力されます。

出力 出力電圧：大入力受信時において4. 7k Q終端で300mV以上

4  G N D  アース（オーディオ出力のシールド線の G NDを接続します。）

5  N C  無配線

6  N C  無配線

7  N C  無配線

8  G ND  アース

MI C ノマネル面の MI Cの端子より入力された信号を消音します。
9  

アースしますと消音されます。ミュート

10 N C  無配線

オーディオ
データ送信用の入力端子です。S S BのA L C振れ出し入力電圧は約500mV( l kHz

11 
入力 変調）です。F Mの場合2 V以上の入力電圧が必要ですのでMI Cまたは F S K I N

端子から信号を入力してください。

12 G ND  アース（オーディオ入力のシールド線のG N Dを接続します。）

13 スタンノ f イ スタンパイ端子です。アースしますと，送信になります。
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c wフルブレークインで静かに快適な運用ができるよう

出荷時は外部コントロール用のリレーは動作しないように
なっています。コントロールリレーでリニアアンフ。をスタ

ンパイさせるためには，図のようにスイッチユニットのピ

ンを OF F から O Nに差し替えてください。

また送信時には R E MOT E コネクターの 7 番 PI Nには
約 12V( 10mA MA X）の電圧が出ますので，この電圧を利用

して外部のリニアアンプをコントロールすることも可能で
す。

リニアアンプを使用する場合は付属のDI Nプラグ（ 7 ピン）

をご利用ください。当社リニアアンプ TL- 922 は， リニア

アンプに付属しているコントロールケーブルを使用してく
ださい。

ご注意 TL- 922 は c wフルブレークイン動作はできま
せん。
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セット後部

セット底面

スイッチユニット



オプションの取り付け・－－－－－。

音声合成ユニット（VS- 1）を取り付けることにより，

ディスプレイを見なくても，表示周波数を音声によっ

て知ることができます。

ユニット上のスイッチ切り換えにより，日本語，英

語を選ぶことができます。

1. セットの上側のケースをはずします。

2. 最初に見える I F ユニットを取り付けているシャ

ーシーの背面倒のネジ 2 本をはずし， I F ユニットを

起こして P L Lユニットが見えるようにします。

3.  P L Lユニットの背面側に VS- 1ユニットを取り付
けるスペースがありますので， VS- 1 ユニットの向

きに注意して付属のネジ 3 本で固定します。

4. 取り付けた VS- 1ユニットの近くに，接続されて
いない 3 ピンコネクターと， 8 ピンコネクターカずあ

りますので， VS- 1ユニットの J Ol に 3 ピンコネクタ

ーを， J 02 に 8 ピンコネクターを確実に差し込みま

す。

5. 次に I Fユニットのコネクターに，やはり未接続

の 4 ピンコネクター③を差し込みます。

6.  VS- 1ユニットの Sl スイッチで，日本語又は英語
を選んでください。

7. 電源を入れ， V OI C E スイッチを押すと周波数を

読み上げますので，お好みの音量に VS- 1 ユニット
の V R l を調整してください。

ご注意 上側ケースに取り付けられているスピーカ
ーからのリード線を切らないようにご注意

ください。

スピーカーからのリード線は， 2 ピンの

コネクターで I F ユニットのコネクターに
接続されています。このコネクターを抜い

て作業してください。

VR- 1 

VS- 1 

電
③ J  
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TS- 440 シリーズにはオプションフィルターとして

YK- 88S, YK- 88SN,  YK- 88C, YK- 88CNが用意されてい

ます。次の要領でオプションフィルターを取り付けて
ください。

このときスビーカーからのリード線を切らないよ

うに取りはずしてください。

1  . セットの上側のケースをはずします。

2.  I Fユニット基板を固定しているネジ 7 本をはずし，

シャーシーから起こします。

3.  I Fユニットのフィルター取り付けスペースへ，フ

イルターを差し込み，裏側のパターン面をハンダ付

けします（ 6 ヶ所）。このとき基板より突き出した足
(  4本）を切り取ります。

ご注意．ゲハンダ付けは小容量のハンダゴテ（15W- 30W
佐）で，できるだけすばやく行なってくだ
さい。また， I Fユニットを取りはずすとき

に，スピーカーからのリード線を切らない
ようにご注意ください。

4.  YK- 88S，又はYK- 88SNを取り付ける場合，フィ

ルター選択用青色リード線を直~→直豆 E へ差し

換えます。

5.  YK- 88C，又は Y K- 88CNを取り付ける場合，フ

ィルター選択用白色リード線を直~→仁亘 E へ差

し換えます。
6.  YK- 88Cと， Y K 8 8 C Nを取り付ける場合， YK- 88C
を， YK- 88S または YK- 88SNの場所へ， YK- 88CN
を， YK- 88Cの場所へ取り付け，フィルター選択用

青色リード線を直亙E→直亘E へ，白色リード線を

直亘E→仁亘口へ，差し替えます。
7.  I Fユニットをシャーシーに元どおりにネジ 6 本で

固定します。

8. スピーカーのコネクタを元どおりに差し込み，ケ

ースを取り付けます。

ご注意 直亙E ，直豆E，仁面白の各端子はそれぞ
れ 2 本づっ有りますがどちらの端子に接続

しでもかまいません。

IF ユニット

青色リード



圃取付場所

・車載マウントは，車種により異なりますが，運転操作上支障のない， しかも運転

しやすい住置に取付けてください。一般的には，助手席のダッシュボード下が良

く，急ブレーキをかけた時に膝や脚を打ちっけない位置に取付けてください。

・取付方法

A . つりさげ型

A. つりさげ型で使用の場合

①コ型アングルを自動車ボディ等へ取付けてください。

ナット.w" ／同動車ボディ A  

目 叫むト一平ワッ シャ曹 1  
" '  ＼、〉一一スプリングワッシャ 目

コ型アングJレ L 六角ボルト

③トランシーパーをコ型アングルに取付けて完了です。

（取付けには，六角穴イ寸ボルト，チョウボルトいずれか

お好きな方で取付けてください。）

・角度の調整方法

角度変換はコ型アングルの穴住置を移動させて最適の佐

置に六角穴付ボルトで固定する。（この固定は付属の六角

棒スパナを用いてください。またはチョウボルトを使用す

る。）

②スベーサーをトランシーパー上側に取付けてください。

④なおトランシーパーの脱着は，両サイドの六角穴付ポル

トまたは，チョウボル4 トをゆるめるだけで簡単にできま

す。
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B. 床据置型

〈コ 口G)G) 明

B . 床据置型で使用の場合

①スベーサーをトランシーパー下側に取付けてください。 ②コ型アングルをセットに固定してください。

B - 2 .  床据置型（保持金具を使った場合）

車のセンターコンソール等に取付ける場合は，付属の保

持金具を使うと便利です。

①スペーサーをトランシーパーに取付けた後，保持金具を
使いコ型アングルに取付けます。
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コ型アングJレ

車種によりどちらでも
使用できます。

~ 

η／ 
六角穴付ポJレト
またはチョウボルト



保守と調整
部品配置図

〔上面〕

スイッチユニッ卜

スイッチユニッ卜

ディスフレイユニッ卜

コントロールユニット

コントロールユニット

目ト
EY

 
ユl

」
l
」DE 

’h
a
 y

 
ユチ，y

 
イス

VS - 1（オプション）

’h

’
 

y
 

ユチy
 

イス
目ト
EY

 
，ユチy

 
イス

IFユニッ卜

〔底面〕
スイッチユニット

スイッチユニッ卜
スイッチユニッ卜

A Tユニット

。

Q! 

スイッチユニッ卜

スイッチユニット

ファイナルユニッ卜

フィルターユニッ卜

R Fユニット
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1. セットの上側ケース，底面のケース 2 枚をはずし

ます。
2. 正面から見て左側の I F ユニットの下側に P L L ユ

ニットが見えますので図に示すコネクターに，付属

のピンコードを差し込みます。どちらのピンでもか

まいません。

3. 底面の R Fユニットのコネクター C A L に付属の

ピンコードのもう片方を差し込みます。

4. アンテナを接続し， J J Y/ WWV( l OMHz , 15MHz）等
を受信します。

5.  P L L ユニットのコネクタ－ J 30のそばにあるトリ

マー T C l をドライパーで回し， J J Y八万W Vのビー

ト信号にマーカ一信号が重なり，ダブルビート（高

低 2 つのビート音）が聞こえますので，そのビート
音が正確に一致して二つの音によるうなりの同期が

最大（周波数は最少）になるように調整します。

6. これで基準周波数は正確に較正されたことになり
ます。

7.  C A L用付属ピンコードを抜いてください。

1. セット上側のケースをはずします。

2.  I F ユニットの VRl Oを調整します。

PL Lユニット

TC1 

ご注意 上側ケースのスピーカーからのリード線を

V R1 0  

切らないようにご注意ください。
スピーカーからのリード線は， 2 ピンの

コネクターで I F ユニットのコネクター 11

に接続されています。



1. セット上側のケースをはずします。

2.  I Fユニットの V R 9 を調整します。

このセットには，メモリーのパックアップ電池とし

てリチウム電池が内蔵されています。リチウム電池の

寿命は約 5 年です。

パワースイッチを O NO F F して周波数の表示が常

にリセットされる（14, 000. 00MHz, U S E）場合は， リチ

ウム電池の寿命を示していますので，お早めに交換し

てください。

セットは出荷時，最小周波数表示が l OOHz 単位にな

っています。お好みにより， l OHz 単位に変更するこ

とができます。次の順序に従って変更してください。

1. セットの上下カバー 3枚を取りはずします。

2. フロントパネルの両側のネジ 4 本をはずし，フロ

ントパネルを手前へ引き出します。

3. フロントパネルの裏側に付いているシールド板の

ネジを，上側 2 本，下側 3 本はずし，シールド板を

はずします。

ご注意このとき，ユニットに接続されているリー

ド線などを切らないようにご注意ください。

ご j主意 上側ケースのスピーカーからのリード棋を

切らないようにご注意ください。

スピーカーからのリード線は， 2 ピンの

コネクターで I F ユニットのコネクター 15

に接続されています。

。

一二＝主主三重

ご注意 7 イコンパックアップ用リチウム電池を交

換する場合は，お買い求めいただいた販売

店，又は最寄りのサービスステーションに

ごキ日言炎くだ‘ さい。

4. コントロールユニットのデイップスイッチ（製品

出荷時にセット済みですのでいじらないで、ください）

の下にあるダイオード D66 を，ニッパーなどで切断

してください。これで l OOHz 表示から l OHz 表示へ

と変更されます。
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モードキーを押すと，モールス音が出力されますが，

コントロールユニット内のダイオードD65をカットす

ることにより通常のビープ音（ピッ）に変更すること

ができます。

1. セットの上下カバー 3 枚を取りはずします。
2. フロントパネルの両側のネジ 4 本をはずし，フロ

ントパネルを手前へ引き出します。
3. フロントパネルの裏側に付いているシールド板の

ネジを，上側 2 本，下側 3 本はずし，シールド板を

はずします。

ご注意このとき，ユニットに接続されているリー
ド線などを切らないようにご注意ください。

4. コントロールユニットのデイップスイッチの下に

ある D65 を，ニッパーなどで切断してください。

これで，ビープ音に変更されます。

TS- 440シリーズではc wシフトを800Hz として設計

されていますが，お好みにより 400Hz に変更すること

ができます。
1. セットの上下カバー 3枚を取りはずします。

2. フロントパネルの両側のネジ 4 本をはずし，フロ

ントパネルを手前へ引き出します。

3. フロントパネルの裏側に付いているシールド板の

ネジを，上側 2 本，下傾tl3本はずし，シールド板を

はずします。

ご注意このとき，ユニットに接続されているリー
ド線などを切らないようにご注意ください。

4. コントロールユニットのデイップスイッチの下に

ある D73 を，ニッパーなどで切断してください。

これで 400Hz に変更されます。

月：



[ E[ ] を押しながら， P OWE Rスイッチを入れると
初期設定（リセット）されます。

ご注意 初期設定を行うとメモリー内容等がすべて
消去されますので，ご注意ください。

P OWE R  

1. セット上側のカバー，下側 2 枚のカバーをはずし
ます。

2. フロントパネルの両側のネジ 4 本をはずし，フロ
ントパネルを前へ引き出します。

3. フロントパネルの裏側に付いているシールド板の

上側ネジ 2本，下側ネジ 3 本をはずし，シールド板 I C54 
を取り除きます。

4. インターフェイスキットの I C を基板上のコネク
ターに差し込みます。（IC54, 55)

ミのとき， I Cの向き，および足をいためないよう
に，確実に差し込んでください。

IC54 :  μ  PD8251AC( NEC)  
又は相当品（M5L8251AP, TM8251AP等）

IC55 :  TC4040BP（東芝）
又は相当品（MC14040BP, HD14040BP等）
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回路動作説明
1  . 概 要

TS- 440シリーズの主な構成は， F M送信時のみダブルコンパー

ジョン，その他のモードの送信時と全てのモードの受信時はトリ

プルコンパージョンタイプで，中間周波数は45. 05MHz , 8. 83MHz ,

455kHz となっております。

受信部の第 1 および第 2 ミキサーにはジヤンクション F E T

( 2SK125）を，また，第 3 ミキサーにデュアルゲートMO S F E T  

( 3SK73）を採用し，高ダイナミックレンジを実現しています。

送信部の第 1 ミキサーには平衡変調用 I C凶N612）を，第 2,

第 3 ミキサーには 3SK122 によるバランスドミキサーを使用し

ています。

デジタル V F Oをはじめ， P L L 回路は 5 つのループから成り，

3 6MHz の基準水品発振回路によって制御され l OHzステップの

周波数変化を得るとともに I F シフト機能も可能としています。

2  . 送 信部

7 イクからの音声信号は I F ユニットに入り， 7 イクアンプ

で増幅され， S S B, F M, VOXの各回路に別れます。 S S B系の信

号は増幅され平衡変調器により 455kHz の D S B信号に変換され

ます。この信号はセラミックフィルターを通過して S S B信号

となった後，第 1 ミキサーによりローカル周波数（8. 375MHz）と

混合され 8. 83MHz の信号となり I F アンプを通り， R F ユニッ

トに入力され，第 2 ミキサーで H E T周波数（36. 22MHz）と混合

されて 45. 05MHz の信号となり， MC F（モノリシッククリスタ

ルフィルター）を通り，さらに次の第 3 ミキサーにより v c o
周波数と混合され送信周波数となります。最終周波数に変換さ

れた送信信号はローパスフィルタを経て，ファイナルユニット

に入力されます。

ファイナルユニットで必要な電力まで増幅された送信信号は

ローパスフィルタで不要なスプリアス成分を取り除かれオート

アンテナチューナーを通ってアンテナに供給されます。

3  . 受 信部

アンテナからの受信入力信号は R F ユニットに入り，前面パ

ネルのスイッチで O NOF F 可能なアッテネータを通して受信

バンドパスフィルタに入力されます。このフィルターは， 10の

バンドに分かれており，コントロールユニットからのデータに

より自動的に選択されます。

バンドパスフィルターからの信号は受信ミキサーでv c o周波

数と混合されて第 1 I F周波数（45. 05MHz）に変換され， MC Fを通

り第 2 ミキサーに入力されます。ここで、H E T周波数（36, 22MHz)

と混合され，第 2 I F 周波数（8. 83MHz）に変換されます。
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この信号は 2 系統に別れて一方はノイズプランカ回路に供給

され，他方はノイズブランキングゲートを通り第 2 I F 用フィル

タ一回路に入力されます。

第 2 I F フィルターを通った受信信号は，バッファーアンプ

を経て I F ユニ、ソトに入り，第 3 ミキサーでローカル周波数

( 8. 375MHz）と混合され第 3 I F 周波数（455kHz）に変換された後

2 系統に分けられます。

一方は F M用フィルターを通り F M増幅，検i皮用 I Cで復調

され，他の一方は S S B又は A M用フィルターを通り増幅され

た後再ぴ 2 系統に別れ， S S B , AM各モード専用の検波回路によ

り復調されます。

4  . ユ ニ ッ ト

T S  440 シリーズを構成するユニットは R F ユニット， I F ユ

ニット，コントロールユニット， P L L ユニット，ファイナルユ

ニット，フィルターユニット， A Tユニソト等があります。

4  - 1  • R  F ユニット（X44- 1680- 00)

このユニットには受信部として各バンド別 B P F，第 1 ミキサ

ー， 45. 05MHz の MC F，第 2 ミキサー，ノイズプランカ回路，

8. 83MHz の MC F が，また送信部として第 2 ミキサー，第 3 ミ

キサー（最終ミキサー）とそれに続くアンプ回路， F M送信時

のマイクアンプ， リミッタ一回路が組込まれ，さらに l OOkHz

～3 0MHz をカノぐーするのに必要な 4 つの v c oが入っています。

4  - 2  • IF ユニット（X60- 1300- 00)

8. 83MHz のフィルター，第 3 ミキサー， 455kHz 系フィルタ

ー，検i皮，低周波増幅などの受信部と， 7 イクアンプ，平衡変

調器，第一ミキサーと 8. 83MHz のフィルターなどの送信部が組

込まれています。その他， c wブレークイン動作をコントロー

ルするタイミング回路， 8. 375MHz の局部発振器等も合まれて

います。

4  3  . コントロールユニット（X53- 1450- 00)

マイクロコンビューターを中心とするユニットでほとんどI C

で構成され， P L L ユニットの制御をはじめとする周波数制御機

能及び表示関係等，多くの制御機能を受け持っています。

4  - 4 .  P L L ユニット（X50- 2050- 00)

l OHz ステップのデジタル V F Oを実現するため P L L が 5 ル

ープ組込まれています。また，全ての構成周波数の基準となる

基準水品発振器（3 6MHz）が組込まれています。



4  - 5. ファイナルユニット
S タイプ（X45- 1470・00)

V タイプ（X45- 1480・00)

送信信号を充分に電力増幅しアンテナに供給するユニットで，

T S  440S は I 00W, TS- 440Vは l OWの出力が得られます。終段

にはコレクタ損失に余欲のあるトランジスタを 2 本使用し，充

分な放熱を行なっていますので，破壊強度の大きい設計となっ

ております。

4  6. フィルターユニット（X51- 1340- 00)

送信出力に含まれる高調波などの不要なスプリアス成分を取

り除き，良質の電波の発射を可能にしております。またこのユ

ニットでは，進行波および反射波を検出しており， A L C，反射

プロテクション， S WR演算回路などに供給しております。

4  - 7  . オートアンテナチューナー（XS? - 1150心O)

チューナ一部と制御部から成り，チューナ一部はコイル，バ

リコンから成る T 型マッチング回路を形成しており，バリコン

をモーターにより駆動しております。制御部は，送信出力部の

7 ッチング状態を検出し前述のモーターを駆動，制御し送信出

力部とアンテナ系とのマッチングを良好な状態に整合しており

ます。

オートアンテナチューナーは 3. 5MHz～29. 7MHz のアマチュ

アバンドで動作します。
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世界の放送
・放送バンドとアマチュアバンドの周波数配分

TS- 440 シリーズの受信周波数範囲は 150kHz ～ 3 0MHz の広

い範囲にわたっていますが，国際的なとりきめで放送局やアマ

チュア無線などの使用できる周波数が決められています。下の

周波数割当図のように放送業務やア7 チュア業務として，ある

一定の範囲を割りあてられ，その周波数によって何メガヘルツ

( MHz）バンドとか，波長で表わした何メーターバンドというよ

うに呼ばれています。図でその他の局となっているところは，

固定業務，海上移動業務，航空移動業務，陸上移動業務，電波

標識業務などの種々の業務に配分されています。

周波数と波長には次のような関係があります。

300 300000 
波長（m) =  =  

周波数（MHz ) 周波数（kHz )

300 
周波数（MHz ) =

波長（m)

この関係により，たとえば 3 1mノ〈ンドと 9 MHz ノマンドは同

じ放送ノ〈ンドを表わしており， 3 1mバンドまたは 9 MHz バン

ドといえば，ダイヤル上で 9500kHz～9775kHz にわたる放送ノ〈

ンドのことを示します。ただしバンドによっては正確な換算に

なっていないものもあり，あくまでも慣習的呼称と思ってくだ

さい。

無線周波数割り当て

第 1 第 2 第 3
kHz 地域地域地域
10 

20 ←ー＋ー

150 ,:::;:;::~::: 

285 店長：必

長波
放送ノ、ンド

中波
放送ノ、ンド

1, 800 
2, 000 
2, 300 
2, 500 

アマチュアバンド
120m 

_  ＿＿，放送ノ〈ンド

9 0m 
放送ノ、ンド

アマチュアハンド
75m 
放送ノ〈ンド

n
u
o
v
nり

F
h
d
A
U
F
O
 

守’
A
U
A
U

，
．
，
 

am

’
p
h
d
p
h
d
 

60m 
放送バンド

被送バンド

アマチュアノてンド

んが一明
2
域

第
地

l
域

第
地口HM

 

25m 
放送ノ〈ンド

ア7 チュアノ、ンド

19m 
放送バンド

16m 
放送ノ〈ンド
アマチュアノTンド

28. 0 
29. 7 アマチュアハンド

第 l 地域：ヨーロッパ・アフリカ
（ソビエト・トルコ・蒙古を含む）

第 2 地域．南北アメリカ
第 3地域：アジア・大洋州

（ソビエトトルコ・蒙古を除〈）

例外として、この表と遣う特
別の割当となっている園があ
る。

ーーー標準電波 医圏一般用放送バンド

~熱帯用放送バンド ．．アマチュアバンド

Eコそ の他の局

（何れも他の業務と共用のIIJ 当を含む）
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・短波放送バンドの特長

短波放送には 120mバンドから l l mバンドまで全部で 12 の

バンドが割り当てられています。それぞれのバンドによって聞

こえてくる時間や，どの地方からどのような放送が聞こえてく

るか，バンドの特長を知ることによって，楽しみも 段と増す

ことになります。

e  1 2 omバンド（2300～ 2495kHz )

9 0 mバンド（3200～ 3400kHz )

この 2 つのバンドと 6 0mバンドはトロピカル（熱帯）バンド

と通常呼ばれており，中波の放送が空電や雑音が多くて使えな

い熱帯地方の国内放送に主として使われています。中南米，ア

フリカ，アジア南部，太平洋地域を中心としてほとんどが l k W

以下のローカル局です。周波数が低く雑音や c wのi昆信も多く，

日本での受信は容易で、はありませんが，朝鮮半島から中国大陸

東南アジア・オセアニア地域の局が夜間受信できます。

e ? s mバンド（3900～ 4000kHz )

このバンドは南北アメリカには割り当てがなく，アジア，ア

フリカ地域のローカル放送が中心です。

夜間にはアジア，オセアニア地域の放送が受信できます。

このぐらいの周波数までは，昼間はローカル放送しか実用に

なりませんし，夜間は空電などの雑音と c wのようなi昆信が多

く，遠方の局（D X）を探し出すのはかなりの根気が必要となり

ます。それだけに季節の変り目の日没直後や日の出まえなどに，

思わぬ遠方の局が受信で、きたときは一種の感激などを覚えるも

のです。・6 0 mバンド（4750～ 5060kHz )

このバンドもトロピカル・バンドですから，アフリカ，中南

米，東南アジアのローカル局が多数出ています。夏期は空電で

弱い局はi肖されがちですが，冬の空中状態の良いときは，夕方

から中南米方面，夜間にはアジア・オセアニア方面，早朝にか

けてアフリカ方面と次々に受信できることもあります。このバ

ンドはソビエ卜，インドネシア， 7 レーシアなどの大電力局が

夜間容易に受信できます。・4 9 mバンド（5950～ 6200kHz )

このバンドからは国際放送もかなり行なわれており，特に冬

期には今まで高い周波数のバンドを使用していた局が，このバ

ンドまでおりてきて賑います。 6 0mと似たような条件ですが，

局数もはるかに多く大電力局が多いのと，日本語放送も多数出

ていますので，より容易に受信できます。

秋から冬，春にかけ大電力局のあいまをぬって，夕方から朝

までに中南米方面から始まりアジア，オセアニア方面，早朝に

かけてヨーロッパ方面の受信が期待できます。・4 1 mバンド（7100～ 7300kHz )

このバンドは第 2 地帯（南北アメリカ）には割り当てがない

ため，電波のとぴぐあいは 49mとほとんど同じですが，主にア

ジア，アフリカのローカル局とソ連局が目立ちます。 49m, 41m 

とも地球の南北方向は夏，東西方向は冬の方が電波の飛ぴぐあ

いは良いようですが，季節の変り目の日の出， 日の入りにかか

った地域の放送が，ピックリするようないきおいで入ってくる

ことがあります。・3 1 mバンド（9500～ 9755kHz )

短波で番にぎやかなバンドで，夕方から朝にかけて 5kHz

ごとに次々と違う局がとびこんできます。 l k Wのローカル局か

ら数 l OOkWの大電力国際放送までj昆信を起しながら入ってき

ます。

昼間は近距離の大電力局しか聞こえませんが，夜間はゴール

デン・バンドの名の通り，日本語放送をまじえた国際放送が目

白押しに聞こえてきます。世界の国際放送は 31m, 25m,  19m 

を中心に電j皮を出しています。・2 5 mバンド（11700～ 11975kHz )

このバンドから上のバンドでは昼間も遠距離受信が楽しめま

す。大電力の国際放送が一年中このバンドを使用しています。

年聞を通して空中状態の比較的安定したバンドで，一日中どこ

かの放送がたいてい受信できます。・1 9mバンド（15100～ 15450kHz )

国際放送のバンドとして世界の著名短波放送局のほとんどが，

l OOkW以上の大電力で出ています。季節的には春と秋に特に遠

い珍らしい局が受信できる可能性があります。時間的には午前

中の南北アメリカから東太平洋，時間と共にオセアニアからア

ジア地域，夕方から深夜にかけて中東，アフリカ南部と開けて

きて，早朝にかけてヨーロッノ大アフリカ方面が問えてきます0

e 1 6 mバンド（17700～ 17900kHz )

19mと同じような感じで，このバンドにも国際放送が多数出

ています。混信が少ないだけ受信しやすいかもしれません。空

中状態も 19mに準じますが，周波数が高い分だけ変化が激しく

なります。・1 3 mバンド（21450～ 21750kHz )

遠距離国際放送用として夏期を中心にして主に使用されてい

るバンドです。周波数が高いだけに日によっての変化は相当は

げしく，まったく f可も聞こえない日があるかと思うと，ヨーロ

ツノ大アフリカ方面の局が非常に良く入ってきたりする気まぐ

れな面があります。しかし春から秋には短時間ながら非常にメ

リットの高い受信が期待できます。・1 1mバンド（25600～ 26100kHz )

太陽黒点活動の活発な時期に遠距離の国際放送に使用される

バンドです。日本で受信できる時期は春と秋の，夕方～夜のヨ

ーロッパ，アフリカ方面，朝の北米西部方面でしょう。一般に

何も聞こえない日が多いかも知れませんが，聞こえる時は短時

間ながらローカル局なみに受信できます。
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電波を発射する前！こ…・
・電波障害について

電浪を発射する前に J AI A 

ハムバンドの近くには，多くの業務用無線局の周波数が

あり運用されています。これらの無線局の至近距離で電波

を発射するとアマチュア局が電波法令を満足していても，

不測の電波障害が発生することがあり，移動運用の際には

じゅうぶんご注意ください。とくにつぎの場所での運用は

原則として行なわず必要な場合は管理者の承認を得るよう

にしましょう。

民間航空機内，空港敷地内，新幹線車輔内，業務用無線

局及ぴ中継局周辺等。

参考無線局運用規則第 9 章アマチュア局の運用

（発射の制限等）第258条

以下略

アマチュア局は自局の発射する電波が他の無線局

の運用又は放送の受信時に支障を与え，若しくは与

えるおそれがあるときは，すみやかに当該周波数に

よる電波の発射を中止しなければならない。

最近アマチュア局の運用，特に都会の人家密集地帯等で，時

としてテレビやラジオ，ステレオ等電子機器に電波障害を生じ，

社会的問題となる場合が見うけられます。もちろんアマチュア

無線局側にすべての責任があるわけではありません。機器メー

カー側と致しましでもスプリアス等の不要幅射の発射を極力減

らし，質の良い電波の発射ができるように念入りに調整検査を

行って出荷致しております。もし万一，本機を使用中に電波障

害が発生した場合は，次の事項に注意して対処されるようお願

い致します。
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・ア7 チュア無線局は，自局の発射する電波がテレビやラジオ，

ステレオ等の受信や再生に障害を与えたり，障害を受けている

旨の連絡を受けた場合には，電波法（運用規則258条）に従って

ただちに電波の発射を中止し障害の程度，有無を確認してくだ

さい。

障害が自局の電波によるものであると確認された場合には，

送信側の原因か受信側の原因か大体の見極めをつけるためには

かなり専門的知識を要する場合もありますので，次のようにし

て処置を取られるのも一方法と思います。

．送信機が明らかに発振等の異常動作をしている場合は，寄生

振動やスプリアスの発射がふえ，送信側からの障害もふえます

ので，このような場合にはもよりの当社通信機サービス窓口に

修理を申しつけられるようお願いします。

．受信側での原因による障害の場合は，その対策は単に技術的

な問題に止まらず，ご近所との交際上もなかなか難しい場合が

見受けられます。従って，このような場合も総合してア7 チュ

ア局による電波障害問題については J ARL （日本アマチュア無

線連盟）ではアマチュア局側の申し出により，その対策と障害

防止の相談を受けますので， J ARLの監査指導員または J ARL事

務局に申し出られると良い結果が得られると思われます。なお，

J ARLではアマチュア局の電波障害対策の手引きとして「T V I ・

ステレオ対策ノート」を有料で配布しております。

日本ア7 チュア無線連盟

干170 東京都豊島区巣鴨1 14 2  f f  (03) 9 7 4 - 8  2  2  1附

日本のテレビ放送のチャンネル（VHF )

チャンネル 周波数範囲 映像周波数 音声周波数

1  ch 90 - 96 MHz  91. 25 MHz  95. 75 MHz  

2  ch 96- 102 4シ 97. 25 ”r  101. 75 タ

3  ch 102- 108 ’， 103. 25 。 107. 75 ク

4  ch 170- 176 ’， 171. 25 ク 175. 75 ク

5  ch 176～ 182 ’F  177. 25 イシ 181.  75 ク

6  ch 182～ 188 ク 183. 25 イシ 187. 75 ,,, 

7  ch 188- 194 ’， 189. 25 タ 193. 75 ク

8  ch 192- 198 タ 193. 25 ク 197.  75 タ

9  ch 198- 204 ク 199. 25 ク 203.  75 タ

10 ch 204- 210 タ 205.  25 ,,, 209.  75 ク

11 ch 210～216 タ 211.  25 ク 215.  75 ク

12 ch 216～222 タ 217.  25 ,,, 221.  75 タ



日本のテレビ放送のチャンネル（UHF )

チャンネル 周波数範囲 チャンネル 周波数範囲

13 ch 470- 476 MHz  38 ch 620- 626 MHz  

14 ch 476- 482 '/ ’  39 ch 626- 632 タ

15 ch 482- 488 ／ ／ 40 ch 632- 638 ク

16 ch 488- 494 ’， 41 ch 638- 644 ク

17 ch 494- 500 タ 42 ch 644- 650 // 

18 ch 500- 506 今 43 ch 650- 656 タ，

19 ch 506- 512 〈シ 44 ch 656- 662 ぞシ

20 ch 512- 518 イシ 45 ch 662- 668 <-

21 ch 518- 524 。 46 ch 668～ 674 ぞシ

22 ch 524- 530 ク 47 ch 674- 680 <-

23 ch 530～ 536 イシ 48 ch 680- 686 タ，

24 ch 536- 542 / /  49 ch 686- 692 。

25 ch 542- 548 ク 50 ch 692- 698 ク

26 ch 548- 554 ”， 51 ch 698- 704 〈シ

27 ch 554～ 560 タ 52 ch 704- 710 タ

28 ch 560- 566 イシ 53 ch 710- 716 イシ

29 ch 566- 572 ’r  54 ch 716～ 722 / ;  

30 ch 572- 578 ’r  55 ch 722- 728 ク

31 ch 578- 584 イン 56 ch 728- 734 イシ

32 ch 584～ 590 ク 57 ch 734- 740 ク

33 ch 590- 596 ク 58 ch 740～ 746 ク

34 ch 596- 602 ク 59 ch 746- 752 ,,, 

35 ch 602～ 608 ク 60 ch 752- 758 /; 

36 ch 608- 614 /,, 61 ch 758- 764 <-

37 ch 614- 620 イシ 62 ch 764- 770 // 

•JARL 制定バンド使用区分

ハンド 周波数範囲（MHz) C W バンド（MHz ) フォーンバンド（MHz)
1. 9MHz 帯 1. 9075～ 1. 9125 1. 9075～ 1. 9125 
3. 5MHz 帯 3  500 ～ 3. 575 3  500 ～ 3. 575 3. 525 - 3. 575 
3. 8MHz 帯 3  793 ～ 3. 802 3  793 ～ 3. 802 3. 793 ～ 3. 802 
7MHz 帯 7. 000 ～ 7  .100 7  000 ～ 7  .100 7  .030 ～ 7  .100 
10MHz 帯 10. 100 ～ 10. 150 10 .100 ～ 10 .150 (10. 100～ 10. 150) 
14MHz 帯 14. 000 ～ 14. 350 14. 000 ～ 14. 350 14 .100 ～ 14. 350 
18MHz 帯 18. 068 - 18 .168 18 .068 ～ 18 .168 18 目110 ～ 18 .168 

21MHz 帯 21. 000 ～ 21. 450 21. 000 ～ 21. 450 21. 150 - 21. 450 
24MHz 帯 24. 89 ～ 24. 99 24. 89 ～ 24. 99 24. 93 ～ 24. 99 
28MHz 帯 28. 000 - 29.  700 28. 000 ～ 29. 700 28. 200 ～ 29. 700 

※ 1. 9MHz帯は， c w （電信）のみです。電信級，第 2 級，第 1

級アマチュア無線技士の資格が必要で、す。

※ 10MHz ,  14MHz ,  18MHz帯を運用する場合は第 2 級アマチュ

ア無線技上以上の資絡が必要で、す。
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故障とお考えになる前！こ
つぎのような症状は故障ではありませんのでよくお調べください。下表に従って処置し

でもなおご不審な場合は，当社の通信機サービス窓口にご相談ください。

送信の場合
症 状 原 因 処 置

S S Bの場合出力が出ない。 I . MI Cジャックの差込み不完全または 1. 差込みを完全にする。マイク接続を説
( RFメーター・AL Cメーターが振れな マイクプラグの接続不良。 明書通りに直す。
い。） 2. MI C、ソマミがしぽつである。 2. MI Cツマミを時計方向へ回す。

voxが働かない。 1. VOX GAI NツマミがMI Nになって l . VOX GAI Nツマミを回し，適当な位
いる。 置にする。

2. ANTI  V OXツマミの調整不良。 2. ANTI  V OX ツマミを反時計方向へ調
整する。

vox動作の場合，スピーカーからの音 ANT I V OXツマミの調整不良。 ANT I V OX ツマミを時計方向へ調整す
でvoxが働いてしまう。 る。

c wの場合出力が出ない。 I . KEYジャックの差込み不完全または 1. 差込みを完全にする。 K E Y接点の接触
K E Yの接点不良。 をよくする。

2. CAR、ソマミがしぼってある。 2. CARツマミを時計方向に回す。

c wの場合voxスイッチOF Fの位置で I . KEYがK E Yジャックに差込まれて I . KEYを差込む。
スタンパイスイッチを押しでも出力カず いない。
出ない。 2. 又はv oxスイッチを SEMI又はF UL L

の位置にする。

リニアアンプが動作しない。 1. セット内部の接続がリニア使用に 1. セット内部のコネクターを差替える。
変更されていない。 =t> 48頁参照

2. REMOTEコネクターの接続不良。 2. 正しい接続に直す。吟 16頁参照

受信の場合
症 状 原 因 処 置

電源スイッチを入れてもランプが点灯 1. 電源コネクターと電源コードとの差 1. 差込みを完全にする。
せず音も出ない。 込み不完全

2. ヒューズが切れている。 2. ヒューズを交換する（再ぴ切れるとき
3. PS-22又は PS-32, PS-51のスイッチ は故障）

が入っていない。 3. スイッチを入れる。

電源スイッチを入れると何にも表示し 古いバッテリーの場合や大電流消費時 1. 電源電圧を昇圧トランスなどでl OOV
ないか，正常な数字以外の表示をする。 に供給される電圧が極端に低下した場 ±l OV以内に合わせる。バッテリーは

合マイコンが誤動作する場合がある。 12～ 16Vの範囲のものを使う。
2. 電源スイッチを再度入れ直す。

アンテナをつないでも信号が受信でき 1. スケルチが動作している。 1. スケルチツマミを反時計方向にする。
ない。 2. マイクの P T T スイッチが送信側に 2. すみやかに P T T スイッチを受信側に

なっていて，セットが送信状態とな する。
っている。

3. オプシヨンフィルターが入っていな 3. SELECTI VI TYスイッチを“ A UT O”，
い場合 SELECTI VI TY スイッチが “M2” 又は“ W ” にする。
“N” 又は“ M1” になっている。
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症 状 原 因 処 置

アンテナをつないでも信号が受信でき R Fツマミによって高周波回路の利得 R Fツマミを時計方向いっぱいに回す。
ずS メーターが振り切れている。 を下げである。

信号がない場合でも S メーターが振れ 1. 電源電圧が極端に低い。 1. 電源電圧を昇圧トランスなどで100V
て，ある位置にとまっている。 士l OV以内に合わせる。バッテリーは

12～16Vの範囲のものを使う。
2. RFツマミによって高周波回路の利 2. RFツマミを時計方向いっぱいに回す。
得を下げてある。

信号を受信した場合，音にならない。 MODEスイッチの住置が適当でない。 MODEスイッチを他のモードに変えてみ
る。

5 5 8の受信音が極端なハイカットまた I F SHI F Tの佐置不良。 通常は中央（クリックのある位置）にし
はローカットになっている。 ておく。

BAND 5 Wを押しても同調ツマミを固 F . LOCK S WがO Nになっている。 F . LOCK S WをOF Fにする。
しても周波数が変化しない。

プログラムスキャンが動作しない。 メモリーのCH6とCH7又はCHSとCH9 周波数をメモリーする。
に何も入力されていない。

メモリースキャンが動作しない。 メモリーに何も入力されていない。

I VFO/ MIをONtこすると表示が消える。 メモリーに何も入力されていないとC H
が表示され，小数点のみで周波数はブ
ランキングされる。

ご注意：つぎの周波数でビート音が聞える場合があります。これはセットの周波数構成によるもので故障ではありません。
8. 375MHz 
18. 557MHz 
9MHzおよびその高調波
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アクセサリー〈別売〉
TS- 440 をより快適にお使いいただくために，つぎのアクセサリー（別売）が用意されて

おります。

66 

TS- 440Sと組合せて使用することにより長時間の連

続送信が可能となり，快適な運用が楽しめます。

TS- 440V にも使用できます。

PS- 51 

T S  440S と組み合わせて使用することにより快適な

運用が楽しめます。

T S  440V にも使用できます。

PS- 32 

T S  440V にマッチした直流安定化電源で、す。出力端

子のショー卜および、過大電流からセットを守る保護回

路を内蔵しております。

デザイン，音質共に T S 440 にマッチしています。

SP- 430 

通信機用のマイクロホンとして設計されたもので，

送信，受信の切換え操作もピアノタッチの軽い操作で

スムーズに行えます。

MC- 60/ SB 

U P  D O WNスイッチが付いていますので，セット

の周波数を手元で変化させることができます。

MC- 4 3 S  



T S  440 シリーズに組み込むことにより，表示周波数

を音声で確認することができます。モービル運用に便

利です。

TS - 440Vに組み込むことにより出力 l OOWになりま

す。

TS- 440 シリーズを車載する場合に使用します。角度

5 段階可変，つりさげ式または床据置式になりトラン

シーパーの着脱も容易にできます。

MB - 4 3 0  

S 話題？？かり仇ん ~.~s~~ijk~ 字ミ .~iJ
S S E 用の狭帯域クリスタルフィルターで T S 440 シ

リーズに簡単に取付けることができます。

Y K  88SN (  - 6 dB帯域幅： l . 8kHz

中心周波数 8. 830MHz )

YK- 88S (  6 dB帯域幅： 2. 4kHz

中心周波数 8. 830MHz )

e妙、

Y K - 8 8 S N 

c w時の激しい Q R Mに効果的な， c wフィルター

が各種用意されています。セットに簡単に取付けるこ

とができます。

Y K  88C ( - 6 d B帯域幅： 500Hz

中心周波数 8. 830MHz )

Y K - 8 8 CN ( - 6 d B帯域幅： 270Hz

中心周波数 8. 830MHz )

~ ／ 
〆：

• ・1 C  、

Y K - 8 8 C Y K - 8 8 CN 
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申請書の書き方
〔RTTY ( Radi o Tel et ype）も併せて申請する場合は， R T T Yの申請方法（70ページ）を参照してください。〕

CTS- 440 Vの揚合〉
TS- 440Vで，アマチュア無線局を申請する場合は，市販の申請書に下記の事項をまちがいなく記載の上，

申言青してく fごさい。

また，本機は， J ARL登録機種ですので，保証願に登録番号 T- 96 を記載することにより，送信機系統図

を省略することができます。

工事設計書

保証願

周波 数帯 空中（線W電）力 電波の型 式 周波数帯 空中（線w電）力 電波の型式

；・ー＿ I ・ 09 ーー~ーーーーー， ． 
ーーーーー・『．．．．

同WAJJ号1:  '  '  
，－－－－－、

ー＿＿＿1_0 ____ ,  2 8M 10 :  A  I  :  ,  A3J  ,  F 3  ， ，』『－－－ 1

3 . SM 10 : Al  :  ,  A3 J ,  ， ， ， ， 

3 . 8M 10 : Al  :  ,  A3 J ,  ， '' ， ， 

7 M  ！日 : Al  :  ,  A3 J ,  ， ， ， 

I OM 
ーー－－・司・・・・・・・『

10 : AI _J _, _A3J , ,  
L ・・・・・・・・・・・・4 ・ー・ーー－－－ー－， ， ， 
,-------------- ー・・ー・ーー－－．．

(~_(_/ ＿＿，ーAーー3ーーJ ー，ー ーーj『． 14M 10 』．．．ーーーーーーーーー『’ ー－－－－－－－－ー、 ， ’  .-------------- ーーーー．．．．．．．
: Al  T , _ A3J ,  _ _  j’  ， :  I SM 10 

L －－－－－－－－－－－－ー，ーーーーーーーーーーー， ， ， 

2 1M 10 : Al : ,  A3 J ,  ， ’＇ '  ， ， 

2 4M 10 : Al : ,  A3 J ,  ，｜半I!
’  

,, ____ ... 
’  ， 

22工事設計 第 2 送信機 第 3 送信機第 l 送信機

[!jMJ3i：$：：二：：：i¥f:!
発射可能 I 3. 5MHz帯， : Al : ,  A3J  ,  

I  3. 8MHz帯，： Al : ,  A3J  
な電波の｜ 7 MHz帯， iAl : ,  A3J  ,  
型式，周｜仁 jp_ty1J 匝し－~~〔） Af ；二二 亙 ~n-

I  14MHz帯： A  I: A3J  ~ 
波数の範｜「－ iBMIι 苓一；一日i了：ーー瓦訂－：.： :  
囲 I  -2i雨白Z帯一：－－：五rr：一五3｝一一；一一一

24MHz帯， J Al :  ,  A3J  
28MHz帯，： A  I  :  ,  A3J  ,  F 3 

変調の IA3」平衡変調
I  F 3 リアク？／ス変調

方式｜

設｜名称個数I2SC2509× 2  

山電圧入力113. SV 2 5 W 

送言空中 －  線の型式｜布

その地工事設計｜電波法第3章に規定する条件に合致している

× ｜ ×  

W
E
i
 

－－畳…一
口
u

vv
一一

）
一
図

一
一
統；
 

W
一差一一
U

一
旦
ハ
一
給
状

一れい一一雪ロi
 

一
有
一
送

v
一A
二

一
錨
一
面

一
定
一
図

一
削
一
付

一
服
一
添

周波数｜空中線電力｜ 電波の型式

ピ［；詞 Hi 二仁 I@:::fJ~1]j

3. 5MHz  I  I OW I  j AI  j ，仰

3 酬 z I  I  ow I  j  A  I  [  A3J  

7  MHz  I  I  O W I  j  A  I  i  ,  A3J  

L ー〔耐 1Bi::f:1 甑：：： ~ht ：；；説 i
；；：］月研8XJ:::]_i_ ,_-_-J_}~XJ;_-_ 

r:::1 ：~引庄：： j::::i:q 骨：：： j ：；語］：：；：：：必：：；：：；；
－  
） 

21MHz  I  I OW I  > I  [  A3」

2州 z I  I  ow I  j  A  I  i  ,  A3J  ,  

28MHz  I  I  O W  I  !  A  I  !  ,  A3J  ,  F 3  ,  

登録機種の登録番号若しくは名称、又は

発射可能な電波の型式、周波数の範囲

第！送信機｜ T  96 

送｜ 第 2 送信機

第 3送信機

第 4 送信機信｜
第 5送信機

第 6送信機

機

・電話級アマチュア無線技士の方は，必ず， Al ，および ~l.9MHz 帯を削除してください。

．電信級および，電話級アマチュア無線技士の方は，必ず1 0MHz帯， 1 4MHz帯， 1 8MHz帯を削除してくだ、さい 0

．※ 使用する空中線の型式を記入してください。
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CTS- 440 Sの場合〉

5 0 W局または1 0 0 W局を申請する場合
．第 2 級アマチュア無線技士以上の資格があり， TS- 440Sで申請する場合，市販の申請書に下記の事項をま

ちがいなく記載の上，申請してください。また， TS- 440S は J A R L登録機種ですので，保証願に登録番号

T 9 7M( 5 0W）または T 9 7 H ( l OOW）を記載することにより，送信機系統図を省略することができます。

e T s  440s の周波数確度は ± 1 × 10 5以内であり，基準発振器は標準電波（J J Y等）により校正できます。な

お， 2 8MHz 帯のパワーダウンは B A N Dスイッチと連動して切り換えています。・5 0 W局の場合

工事設計書 周波数帯 空中（線w電）力 電 波の型式 周波数帯 空中線電力 電波の型式( W)  

1. 9M 50 Al  ,  2 8M 50 A  I  ,  A3J  ,  F 3  ， ’  
， ， 

3 . 5M 50 Al  ,  A 3」，， ， ’  
3 . 8M 50 Al  ,  A3 J ,  ， ， ， ， 
7 M  50 Al  ,  A3 J ,  ， ， ， ， 
I OM 50 Al  ,  A3 J ,  ， ， ’  

， 
14M 50 Al  ,  A3 J ,  ， ， ， ， 
18M 50 Al  ,  A3 J ,  ， ， ， 
2 1M 50 Al  ,  A3 J .  ， ， ， 
2 4M 50 Al  ,  A3 J .  .  j¥I !  ， ， 

22工事設計 第l ュt; 1言機 第2 送信機 第3 j主信機
I  . 9MHz帯， Al

発射可能 3 . 5MHz帯， Al ,  A 3」
3 . 8MHz帯， Al • A3J  

な電波の 7 MHz帯， A I  ,  A3J  
型式，周 10MHz帯， A I  ,  A3J  

波数の範 14MHz帯， Al ,  A3J  
18MHz帯， Al ,  A 3」

困 21MHz帯， A I  ,  A3J  
24MHz帯， Al ,  A 3」
28MHz帯， A I  ,  A3J  F 3  

変調の A 3」平衡変調
F 3 リアクタンス変調方式r 固数 2SC2879× 2  • ×  ×  

圧－入力 13. 8 V  130W V  w  V  w  
送信室中 ..・ ｜周波数測定装置 A  有（誤差 B 無線の霊式
その他工事設計 電波法第3章に規定する条件に合致している l添付図面 1主信機系統図

保証願 周波数 空中線電力 電 波 の型式 登録機種の登録番号若しくは名称、又は
1. 9MHz  sow Al  発射可能な電波の型式、周波数の範囲

3. 5MHz  sow Al  ,  A 3」 第｜送信機 T - 97M 

3  . 8MHz  sow Al  ,  A 3」 送 第2送信機

7 MHz  sow Al  ,  A 3」 第3送信機

10MHz  sow Al  ,  A3J  第4送信機

14MHz  sow Al  ,  A 3」 第5送信機

18MHz  sow Al  ,  A3J  第6送信機

21MHz  sow Al  ,  A3J  機
24MHz  sow Al  ,  A3J  

28MHz  sow Al  ,  A3J  ,  F 3  
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e1oow局の場合

工事設計書 周波数帯 空中（線W電）力 電波の型 式 周波数帯 空中（線W電）力 電波の型式

1. 9M 100 Al  ,  28M 50 Al  ,  A3J ,  F 3 ， ， ， ， 

3. SM 100 Al  ,  A3J ,  ， ’  ， ’  
3. 8M 100 Al  ,  A3J ,  ， ， ， ， 

7 M  100 Al  ,  A3J ,  ， ， ， ， 

I OM I  OC〕 Al  ,  A3J ,  ， ， ， ， 

14M ｜日日 Al  ,  A3J ,  ， ， ， ， 

I BM I  00 Al  ,  A3J ,  ， ’  ， ， 

21M ｜日｛］ Al  ,  A3J ,  ， ， ’  ， 

24M 100 Al  ,  A3J ,  .  H? ， ， ， ， 

22工事設計 第 l 送信機 第 2送信機 第 3送信機

1. 9MHz帯， A I  
発射可能 3. 5MHz帯， Al ,  A3J  

3. 8MHz帯， Al ,  A3J  
な電波の 7MHz帯， A I  ,  A3J  ,  
型式，周 10MHz帯， Al ,  A3J  

波数の範
14MHz帯， Al ,  A3J  ,  
18MHz帯， Al ,  A3J  

囲 21MHz帯， Al ,  A3J  ,  
24MHz帯， Al ,  A3J  
28MHz帯， Al ,  A3J  ,  F 3 

変調の A3J 平衡変調

方式
F 3 リアクタンス変調

i出 2SC2879× 2, ×  ×  

13. BV 200W（ただし， 28MHz帯は 130W) V  w  V  w  
送f昌空式中
線の型 ※  ｜周波数測定装置 A  有（誤差 B 無

その他工事設計 電波法第3章に規定する条件に合致している ｜添付図面 一一送信機系統図

保証願 周波数 空中線電力 電波の型式 登録機種の登録番号若しくは名称、又は

1. 9MHz I OOW Al  発射可能な電波の型式、周波数の範囲

3. 5MHz I OOW Al  ,  A3J  ,  第 l 送信機 T  97H 

3. 8MHz  I OOW Al  ,  A3J  送 第 2送信機

7MHz  I OOW Al  ,  A3」 第 3送信機

10MHz I OOW Al  ,  A3」 第 4送信機

14MHz I OOW Al  ,  A3J  
｛言

第 5送信機

18MHz I OOW Al  ,  A3J  第 6送信機

21MHz  I OOW Al  ,  A3J  機

24MHz  I OOW Al  ,  A3J  

28MHz  sow Al  ,  A3J  ,  F3 

I R T T Yの申請方法｜
本機により， RTTY( Radi o Tel et ype）を併せて申請する場合は，電波の型式欄に F ，を追加記入してくだ

さい。但し， 1. 9MHz 帯では R T T Y は許可されません。また，送信機のどの部分に附属装置を附設してい

るのかを示す構成図および附属装置の諸元を記載した資料の提出が必要です。

( 1) RTTY装置の諸元例 ( 2) RTTY装置と送信機の接続

①方式 : A F S K方式

②通信速度 :  45. 5 ボー

③副搬送波周波数： 2 1 2 5 Hz
第O送信機

④符号構成 :  5 単位 R T T Y符号

⑤偏移周波数 :  1 7 0 Hz  
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定
一般仕様

電波形式

格
CW, L S B, US B, AM （受信のみ），

F S K( AF S K) , F恥f
アンテナインピーダンス 5 0Q 

外部スピーカー，ヘッドホーンインピーダンス 4 - 1 6 Q 

使用温度範囲 ー10℃ー＋50℃
電源電圧範囲 DC12. 0～16. 0V ( 13. 8V基準）

周波数構成

受信部第一I F 45. 05MHz  
第二I F 8 . 83MHz  

第三I F 455kHz  
送信部 SSE ,  C W,  A M,  F S K  

第一I F 455kHz  

送信部

第二I F

第三I F

F乱f
第一I F

第二I F

送信周波数範囲
160mノ〈ンド

8 0mバンド

4 0mノぐンド

3 0 mノぐンド

2 0mバンド
1 7mノぐンド

15mノぐンド

1 2mノぐンド

1 0mノ〈ンド

終段入力

8. 83MHz  

45. 05MHz  

36. 22MHz  

45. 05MHz  

l . 9075- l . 9125MHz  

3. 5～ 3. 575MHz  

3. 793- 3. 802MHz  

7. 0ー7 . 1MHz
10. l  - 10 . 15MHz  

14. 0- 14. 35MHz  

18. 068- 18. 168MHz  

21. 0- 21. 45MHz  

24. 89- 24. 99MHz  

28. 0- 29. 7MHz  

TS - 4405 TS - 440V 

S S B, CW, F M, F S K I  S S B, CW, F M, F S K 

1. 8～2 4MHzバンド｜ 2 0 0 W I  2 5 W 

28 MHZ- ' ＂ンド 1 3 0W 

搬送波抑圧比（変調周波数l . 5kHz )  

40dB以上

不要側帯波抑圧比（変調周波数 l . 5kHz )  

50dBJ :）.」二

不要幅射強度（C Wにて）

40dB以下

送信周波数特性（変調周波数 l . 5kHz基準）

2 5 W 

400Hz - 2600Hz (  - 6 d B以下）
最大周波数偏移（ F M)

スピーチプロセッサー

± 5 k Hz以下

変調周波数1. 5kHzマイク入力

l OmVにて20dBの圧縮が得ら

h る。

適合マイクロホンインピーダンス 5 0 0 Q- 5 0 k Q

・日本アマチュア無線機器工業会（ J AI A）で定めた測定法による 0

・定格は，技術開発に伴い変更することがあります。

受信部

受信周波数範囲 100kHz - 29. 99999MHz  

感度（低周波出力5 0mW/ 8Q, ANT端子電圧）

IOOkHz～150kHz 150kHz～500kHz 500kHz～｜ ι MHz l ιMHz～30MHz 

SSB, CW, FSK 8dBμ(2. 5μV) OdBμ( l μV)  12dBμ(4μV)  -!ZdBμ(O目25μV)

5/N lOdB 以下 以下 以下 以下

AM 
28dBμ(25μV) 22dBμ( l 3μV) 32dBμ(40μV) 8dBμ(2. 5μV) 

S/N IOdB 以下 以下 以下 以下

FM -3dBμ(0.7μV) 
SINAD 12dB 

イメージ比 l . 6 MHz - 3 0MHz 70dB以上

100k Hz - l . 6MHz  50dB以上

I F妨害比 l . 6 MHz - 3 0MHz  70dB以上

100k Hz - l . 6MHz  50dB以上

以下

選択度（選択度切替A U T O時及びオプションフィルター無しの場合）

- 6 dB - 60d8 

558,  CW,  F 5 K  2. 2kHz  4. 4kHz  
A M 6 k Hz  18k Hz  (  - 50dB)  
F M 12k Hz  25kHz (  50dB)  

I Fシフト範囲 土0. 9kHz以上
RI T/ XI T可変範囲 ± l k Hz以上

スケルチ感度（臨界点）（A N T端子電庄）

'  IOOkHz-1印刷 I150肋 ～500刷z I  500kHz～1.6MHz I  i .6MH吋 0MHz

SSB, CW,AM, FSKI 26酔仙V）以下｜初動(IOμV）以下｜細川制）以下｜ 倒8μ(2μV）以下
FM I  - I  I  - l-!OdBμ(0.32μV）以下

ノッチ減衰量（オーテ材周波数I.5kHzにて） 20dB以上

周波数確度（RI T/ XI T O F F時）

± 1 0× 10 6以内

周波数安定度（RI T/ XI T O F F時）
- 1 0℃～＋ 50℃にて 土 10 × 10 6以内

付属品

説明書

保証書

C A Lコード

D CコードA S S Y

1部 ヒューズ
1部 DI Nプラグ（7ピン）

1本 v ox用ツマミ
1本

1本
H困
1イ固
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